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t, 
じ i) ソク｀礼 •生して”哨1 札I 戌を之介ました者とし•生しこちょつと日し iげ＂こ芦『さ

I; i、ヽと思、）主ず、号 [3) 戸-マとして，合 f弯乃硝怜：、i文信f り＇~），変喜そり)'Iじ

こと紅八＂、りますと，やはりを表米＊［~）官碍とを')「月発，［『~及 tこ献身さ九ど

<:;;, j げて］らりま・ず勺ヌ］）めに直吋さん、｝）ほり・]ヽら伺J朴I談かおり生した際 vc'

つvへらしば晟「＇，士ご l:' --iこれが応甘庶 2ug狐 r げ neeこつい-cfi lJJ!!. 監噂土， もしでぎろだり iよ，果樹を中

心ふしだ l誓旦匹つハて疫井直士か r")お話を水ること Vこしにらどうたろうかというお雰えをしたわけてあ

りま一口ところか， fこまだ生汲天Jc ふ、建甚を占苔打まして岡山の病院に入院「いでござい•まず．そういう

1系で， ます｀甘魚 1)iiうを先にして＿，でぎれば磯先生の岬全快を待って天J)お話を渇こうと， こういう

こと紅しだわげでありをすが， どりも先士＇］）輝退完か長引ぎそうでありまずので，やむを得ず先生に 'lJ

清を訴えまして，びどグぅ先勺c:vごかわっ文お古しをしていただく方を御推周的いたいということを先士，て

甲し屑にわけでおり‘庄ず，そり）祐史先生かち御推蘭かごぎいをして，たたい生御紹介のごぎい主した罪

岡人学農学園IT))111•· 応教受，それから千葉人学酎芸学部の林教授：こお頓いし主したところ，それぞれ御快

を諾を得主し f:1)で，>日ぢ活を承るという段取り'こなった次窮でござい市す。可教授ともに台齊 iこおい

ては旱くから磯先主")いわゆる衣釜ドをつ応れさして，台湾の米の技術面のことでは最も御造詣ガ噂長い）J

々でご芦い主ずので，存分応詳しいお話がボれることと期待いたして詞り生す。

自重杖時間を昔り定してたいへん恐縮で、ごぎい吏すが，ちょっと機先位の丘況を ijlし上げまずと，-に

ば 2, 3日肩打，て，私， 山Ji丁l•て所用 jJゞ 入ごぎい主して，送,p・≪0山 fてド車して先生のお見舞をして主いつだ!・

げでおり主ずしにいぶん夭}J,て由］かつておられまして，食浚＇、こ歩け訓咽をやつておられるというよう忙

状況でござい屯した m 蓋よう皆さんグ）ところへお配りしてございまずその［蓬莱米談活」という））！ま，

2, 3汀印忙芸生がお旦ぎ vcなつた本でございまずが， これを常紅病宋 vc/置かれまして，夫ばこれをバ

ラバラにして !)1'稿用祇紅張りつけ，別「） l tt廿り本にしてこ・芦い主したが，医者から許さ打た時間を， こ

の本の改訂噌徊と申しをずか，厄日々々 1時間なり 1時間半をこれに充てて勉描を統げておられるよう

てごぎいましだ，主はx-17) JJJ饂り入つているハトロノ紙の袋を見せてもらったのでずか，そこ；て「遺言＿］

が鸞いてごごい主し ・c, 主ず，磯が死んたらこれをどこそこに頸んで廿版し，でぎ I_つにもの（よどこと・

こ紅送＇つてぢくよりしこ，それからそり手闊心これこれの順子をふむよう忙というよう匠， だ紅こ主かな

ことまで碁ぎとめ C、ごぎいきした。ことし82歳でどざいますが., 7c ,7)高令：てもかかい応ず，生涯を蓬莱

釆の研究紅捧予られたよりな先！・・トの安忙全く打たれて帰つたようだい合でごぎぃモず 先生ぱ， どうや

ら死ぬ瞬間主でこり））息積を病床に置かれて， 1字 1句もないかしろにしないというおつもり))よう K.お

見受けしたいけでござい祖ずっ先士1主咀 J台の末）月から台湾の米とともに歩いてこられまして，終戦後ぱ

台湾省攻府り最高顕間ということで，尉J10年間，米を中心とする食糧についてはもちらんのこと，農業

仝！校紅つい・こ省政fけの最高の相談引手 Vこなってわられたわけでごぎいまずか， iJ召和32げたったと思、いま

ずが日本，え帰国ぎれ主して，そのとぎ蒋介石総統から，先生の台湾紅対ずる功噴｛て報いる fこめ tて，元主

の祖J存命中は『つつと台底から米を送るという約束をされたということが伝えられましたか， こりこと 1主

あるいぱ皆さん乃お耳紅も入っヽ・（いるかと思い祖ず。先生は帰国されてかいも， しょっちゆう，北は北

茄迅から 1打ぱ九州まで歩ぎ l口Iられて，講話，講質をやつたり，技術指導をやったりして今日に辛つてお

られ生す。たいへんよげいなことを巾し lこげたようでおりますが，お許し頭いたいと思いまず。

内吋 それでぼ茫林省がらふされました，{(tlの議嘔につぎまして，ひとっ土亨印初閉となつておりま

ずけれども，でぎる i:'げそれより昔紅さかり）！ミり走して，でぎれば，領合、以後 1ておげるところ C')晉湾に

記げる罰竹伎術~がどう亥し,-·~ たか，それから揺作技術の改良普及のための組織，，#際 iてはどういうふう

それゲ入退埒されt:1い。；:H 3番目忙，栢作；［支術辺）改良昆及を阻害した要因はどういうも rl)であつだか。

氾 11番目がその叩と， こりいうふうに 4つり）議信化がありますので， 生,『最初に，領台以降 K おける台洒

の稲作笈術，とく応招茶牝9パ入ってくる過祝，それがどういうふう v、こ伸びていったか。また， sugar cane 

- 1 -



との我合関係，あるいは水が入るようになりましてローテーションがどうなつたかというよう左，そう

いう稲作技術の進歩発展，品種の改艮，そういう点を中心としておふたりの先主）］からお語しいただぎ

にいと巴います、林先生と 11□戊先生，どちらでもげつこうです応ひとつ口火を切っていにだぎたいと巴

ぃ庄す。

稲品種改艮

加茂 先ほど御紹介ごぎいをしたよう忙，磯元生かここへ御叫吋されて店をされれは，これが(e<jとい

っ、こもいち奇なわけでございますけれども，たまたま御病気で仰且jJ吊~ てぎたいということで仏どもかか

り出されたいけでござい定す。人体，先宅の台湾におけるお仕叫ま，告さん、｛てお記りしてござい交す

「逢莱米談話」に非常によくまとめて壽かれて和りますので， これをごらんいただけぱもう払どもお

話しすることは何 •1c もないよう稔わけでございだすげれども，それではきょうの餌JJ廿忙はなりませんの

で，一応話題を捉供するという程度の， ぎしめて抽象的紅なると忍いまずか， ごく大ざつは貿：払から最

初忙 10分か15分お詰をしてみたいと思っております。前もつて示されました議遺では詔和初叫j又降とご

ざいましたが，昭和初期以後の発達紅ば、，それ以前のことに多少r1嵐れ攻叶ればならぬと号えておりまし

たところ，いま因村さんの御庄文でぱ，なるべく叫からということでございましたので話がしやずくな

つだ次弟であり祖す。台高 I) 稲つ品種，特〖栢作の改艮というもグ）してつぎだし文は，領晉以後さつそく，

何といつても食糧ということでは最も重晏な部門でござい夜すから，総督付といたし定し -cも｝］を入れ

たもの （J)ようでごぎいます。初めは日本人か台湾へ参りをしたとぎ K, 何といつ・-cも，向こうの米ぱ，

ぃbゆる南京米に類ずるインド型と申し主ずか，そういう米であって非常に桔り気がない，つまり食昧

が非常に悲いということで， 日本人としては最初匹向こうの米忙視しみにくい点があつ此わけでありま

すC 3時大体日本人は，向こうの米ももちろん食べたでしようけれども， 日本から↓っざわざ送つたとい

うふり忙聞いておりまず、ところが， 日本人がたんたんふえる紅促つて，それらの屑貨ずる，｀イいをいちい

ち日本から送る 0)はたいへんだ，何とか日本の詞米が台湾ででぎないたろかというようだ気分がい，て生

いりまして， 日本から品種を入れたりして試作，炉吋ばわれ祖した。とこるがこれかどうしてもう在くい

かない。 うぽくいかなかつた大ぎな埋由はあとで甲し上げまずげ汎ども， うまくいか欠いというので，

これをあぎらめまして，従来の台湾在来種の改艮というものに力が回けられたというふう妃伺つており

まず）当［寺の台厄在来米ぱ，あの小さい島でごさい夜ずけれども， 1,200晶唖ぐらいあつたとご緑さ 1しとこぉ

り庄,-,, しかも非常紅雄駁であった。栽培技術もさろこと左から．品喧が恐いということ炉，低主産の

印因と兄られたようであり夜す。そこで品憧改艮をやろうというり＇）で，まず旭方（り天肯 K/心じた優艮と

惑むるもの 390種を選んで限足品哺とし，それ以外を向太いにしました。久紅これら阪定品種にゲ・)い-こ

集団（恥汰を屯 n-z晶咄尼力の向上を図り，更忙純系分離を行なって殴営な選択を屯 o,'p員台翌守グ）堆駁梵

品直ま全く由目を一釘したのであります。これは台巧か哨民地であっ芦ため K 晶直を限元ずるというよ

うなことがかなり徽底し -c行ない得たもり）と思うのであります。これか台向在来オ車り晶呻改艮というこ

とでございまず。その品種改艮のもと忙冗ったところ I})戚先生0)卸研完， Iぢ高囁グ）月随 r'!J勺研究」と

いうも 0)がございますが， これは尤生が台湾唸督 1付の試験場，台中 0)式験場紅砂賢されている閏乃個］価

究でござい夜して，その内容ぱ品種改艮ということだけで捻くて，栽培法あるいは叫の特性の研究，特

に相関現家の研究というような点に非常に詳しい調査をされておるのであります。てういう叫＇完化）中か

ら哨代日放というものが浮ひ上がつてきたと晟先生は言いれこおるりでありまず。台量りでは促米ぷ甘叶仄

い苗代日奴てやっ文応り主し化。 35日から 40日， 45日，あるいは長い場合 VCI了り0日と＼，心うようぢ長い由

代日数で栽培をしておる 0 日本の習慣も大体 35日， 40日というようなことてあったね十であります；｀

それが，苗代日数を短くすると本田の生育姐閾炉長くなる，ということ（ま，生育胡聞か長いから舟丈

分燥も，しにかつて収量もよくなるんだというようなことが見出されまして，それ陀 211 きずら~タ，て長今

度は日収種の栽培況もその））1! 理を応用していつたということでございまず。日 1豆車を合店でつくり／こい

ということは早くから考えられて詞つたにもかかわらず，いくら式作し、［もでぎ衣いぃそこで， けぷ噸乞

あきらめて台湾哨0育種ということ〖力が入ったのであります庁れども，それても日ぷ！、重：'C (「ししこ主
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らめられ T,(v、で仕頃は続けて，いかれた。そこに苗代日数を短くすればということか浮かび卜，がつてぎて

これを日本国氏応用をしてみると，これが定釆と打つて変 Jつつたできをするよう代なった。つだり， 35

日， 40日， bO日というような長い苗伐日数では，嬰するに，あとではつきりしてぎにことでありますけ

れとも， 日本0)稲は早主化してし庄つて実りがき）Jめて貧弱である。それが哨代日数を短くすれば本 ti]

日数が長くだつて単丈も分燥も旺盛になる，収羅も Lがるという実直かあかつてまいりまして，そこで

非常して刀を得てビ本種かだん了こん栽若されるよう Kなった o 初めは台北の近所に大屯山という［」」がござ

いますげれとも，その山ふところで，少し高いところ K少し平地伍あります。ここに屈種山をつくつて

栽培を姐めたということであります。寒いところの稲にから少しでも気囁の低いほうがよからうという

ことでその場所を選んたようでありまずか，やかてそういつた方法か低地代も可詑にナぶり，北から南の

ほうへだんだん蓬莱米の栽培が広がつたのでありまず o 初めの品種は九州の品呻だと思、いますが， 「中

付」という年連か選はれまして， これか最初に台洸に普及をしたいけでありきす。これがひところ栢熱

病のi参害をこうむりまして，あの品種はためだということ化なって，比較的福熱柄忙抵抗性のある嘉義

晩 2号という品種が， （これは嘉義の農業式験支所で， もとり）日本種の名前は伊予仙石でごぎいますが

これを嘉義の試成所か純系分離したといわれております）中村忙かわって善及いたしました勺それも 2

くつてみぽすとたんだん欠点も出てぎて，やかて台中の試験場で生み出されに台↓ドナンハーの，これぱ

若いほうのナンノ;_のも（｝）であり克すが，それかだんだん評及をするよう陀一ー特に台中を中心忙普及

をするよう化次つにという品種の経過を経ております。大正11年に日本種かで竺るということがいかつ

て，先牛｀じ，）ことはを 1片りれば煩）阜の火のごとくこれが広がった 17)であります。実森に日本種、、代の 4産予

相当領 v1:なって， 日本江もどんどん稔出されるということになりまし -c' 大正15年紅当時の 1サ沢総督が

逢栄米という名前をつげら孔たのたということであります。つまり，合湾で生柔された日本呻のお米 i1'.:

対して逢莱木という名阿応使われたわけであります。逢莱米ということは <i)出どころはそこではつぎり

しているのでありますけれども，その後いつの間にか花莱哺ということはが使いれるようになつて ;t,;り

まずo 逹束種というのはたれがつけた名前か，いつどろから使われたのかということは私よくわかち九

いのであり定すか，多分いつの出]Kか使われるよう忙なったということではないかと思いざす。この蓬

莱直ということぱは，私どもが合病忙いる時分の概念といたし庄しては，単なる台湾でつくる日本種と

いうだげ O)召吠で攻く -z., もう少し広い。ぉ米呈さんが逹莱米として収り改うも 0),J)中にま，台湾の五

来稲の四りまじつ℃ いるも 0)かある。あるいはイクリー稲がfi1」代か叩忙交配材料に使われているものも

あっしこ，純粋り）日ぷ栖 fことはいえ左いもり）か含まれていた＇，っ主りインテ，力の間か若干まじつておる

もり）も，お米 0)品頁上日本禾 vcr口jじたという｝）で逹莱米の 111K 含めりれ-cおるいけでありまして，そう

いう品種も含めて蓬莱団ということばがいつの闊化か使いれるよう忙なつたりてありまず，っ大正15年に

蓬莱禾という名団がつい℃，そのとぎばすで K もう日本種がでぎるということの自 1白を持つておりまし

たので，それでは、，已ぶ団をつくるというだけでなくい台湾り）気候，風土に適するよりよいものをつ

くりたいというので， 日本種同士の文目亡，それから多少認くれておると思いますけれども， 1也の台店哨

やイタリー稲も材料れしたような交配が行なわれてぎたわけでありまず。そして，蚊幻紅，非常に優秀

たといわれましたのが合り:i6 5弓であり祖す。 この品種はどたたも御存じだと善いますか，台中の試験

場で， 「亀冶」と I神）］」との交配で生まれたも 0)でありますか， これか交配されましたのか大 l「13年

といわれ、℃おります。 13年代交配が行なわれ，それから選抜過程を経て耐祖の 2, 3年ごらからこの品

種 元急速 k齊及をいたし祖し'(. ひところぱ唖莱種の）(I祁分を台中65号で占めるというようなこと［な

ったのでありまず。こり）台中65号は，品種の特注といたしまして， いろいらいい点を1こくさん持つてお

り主すけ了しども， 日照に対ずる感応性かかプ〖り鈍感であるということ， これが非常に大ぎな特徴で栽培

範囲が非常ば広けら九たと考えりれており生す，これは北忙も「対紀も 1刷代も 2削にも全局的に許及を

いたしまし fこ。台甲65号にも，長くつくつ℃おりまずといろいろ欠陥も出てぎ℃，その咬合中の試成場

で，あるいは玲督府 0)晨（且試験場で，あるいぱ台由の試験場でいるいろば品種が交記行成され主して，

だんたん品種の変避を経たり）であり夜ずけれども，特に合中では，台中 150号といういもち K強い品呻

が育成されぽしに a これ忙は少しばかりイタリー揺 T)血がまじつておるといいれ-こおり主ずっこれらの

点については咋忙林さんか洋しいわけでありまずから，いずれあとでお話は出ることと息いまず。そう
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いうよう九ことで，品哺改艮というも乃か，台湾り）｝且r戸支

役立つだということでごさい主ずでこ ;j1,ば品碑改曳に

苗代日設を野くずるという栽培投術的な月」詞と同将沢' いろいるな面で栽培

い主予：しれども，

改受かり!1え

れていつておる。たとえば，従来はさいめて乱雑な情文方であっジの:.,ふ王養直えとハう t,デ）を腎凡りし、 9

これが全局的){.行だいれるよう／てなつた~ とか，厄るいは，かなり密柏バi予ばにれる .tう忙だ） t・. C これ

は，晉高呻と蓬莱唖では箪邸茄違いまずから，台殻秤ては粗植謹：莱呻てよ 1； 哨といりの ft崎紐で応り

すけれども，従来の祖胄/j/去記だれてい！し・ せいもあって，潅茉種，・:ついてもかばり祖哨であで） t:. いて哀

りまずか，これば庄条密惰ということをやかましく指導をしだ詰東， こ礼 ぎな辻．咤＇のり vこt+.

っているということも事実でごぎい克す。それがら，除箪な人か忙ついても~万'\0 ふん蒜は唱雑でもっ

ようでありまず，，私が台湾！心参り祖したのぱ臼和：ー，叶でありーまず i三， 当時は，蒜草 ij法では、， Jご本台噌

以北では，たんばをよつんはいしこなって両手でもつて士をかぎ同ずよう衣ごとをやって認りました。

これはかなり熱心；こやっておつた~ 方でありまずが，笥雄りほうへ参り生すと， 署い叶滋り「こはこうもり

がさを右手でさして，左手紅杖を持つて，そして足でもつーこ！！！［」をかぎ ii可ずと！，ヽうような除箪が酋通バr

行なわれておりました心こんな怜農v) やるようなことはげしからぬ~ と~ ぃりりでやか主 L-く申して，徐華

も閏 Ii手は手でやっておりましたから，はいずり忙Iるようた hi人が石虹われ(¥;よう［こ左り，そこへま

草噸という直具もどんどん使われるようてなりまして~，これは！：『、いずり「可る

ら全島的記砕及をいたしました。つまり，詮草というものを丁瞑：こど iこかくごらゞ；；）といりより -I;_こと

もひとつの欠きな生産増掴の要素記九つiこことと思うのであり主ず。匹坪；たっ玄き l文克，, ctし1.fいこ， ま

ことしこ粗未な施杷一一箪を刈つて入れる， 氏るいは—l糞といパ啄の糞尿瓦 Lを :I ぜくつだよう礼も．）を

使っ ·c 杞つたといわれ←しおりますが，領台以後たんだん肥和~ の回り-/:)よくだつてい分←応入るようにな

りまずと，廂肥の合埋化というよう左ことが主た~ やかましく指導を芦れて， これ 1い］、窓な力：こたつシこい

る。叫ヽ／合の終り頃炉ら点谷紀三幻先生か玲督府の土支詞をしてお応れましだと~ ぎいて，ほとんど全号：こわだ

つて［性讀査をされ夜し↑ー。これは日、ドの」性調査よりも部分的；こば、バこんじている＇しでばない;!]"と私は

思、い支すけれども，そういつた革本的な調査が十分行なわれた卜．で，咆叫］（））合紐化というよう右ことも

強力応進められたわけでありまず。このようなことがオ乃りまして；兄種(1)改良と栽培力広の改善ど凸札I

埃つて，台湾の来の生産を大ならしめピ（）でありまず~。台湾米•})』 t屯心良叫i手 (j,, 400万石か 500万石

にだつたという程度で，いわば順噂寿代といつたようたことぱも｛~だわれて，、いり主:アヽ，；ピ莱釆（こ成功し，

これか許及い化しまし～〈から，淑端に伸 !f;I: して，私ども台賽 9こ亡る叫応，

したけれども， 980何万行というとこら祖でいったので応り夜 -r
れ生した。特足 1期米は夏の 7月の暑い且昇りに乾す［悶係！ぃ胴割れ

F万行 9グ）声,tヽ旦月（、｝主ぜんで

も ✓‘、}、 '✓ヽ左八こと 1)ヽ号え．

多くゞ こ， そ,;)r:._ ,:✓), つまり g

もみずり，精臼 I『ておいて砕米ぷ非常応名くなったという巾芦う：、ございまず。 l闊沃の乾戻1ヽ；；一暑い芯．りで

麦る上［こ，そのほしりも日本のほし）jと翡つて，ポ 1月の現場ヽ脱政噸を喜ちこ でそこで悦憂｝をし、，幻

且た籾を自分 0 庭完まで連んできて，そこで，上を［月めだし間，ぇ

に薄く杭,)'-こほすというやり）jであります。コノ :7リ--トグ）内r に竺の i_:cど， 后ははたし

ぐいい 温度1,;高い。そういうところへ拡庁 -cほすじ）ですから，告、、放な的凍 :7)t::: :i, 筐品設な

このようなことかち貰，壬しというカ i:};lバ考案きれたので戌り主ず。これ点 i-.6下で授ftで

さ， 7 尺ぐらいの柱を仁［本か乾凍湯／こ▽て．その」 tc~;たれをかげて，日光の-~[射を

度をやわらげるということで，このだめ筐乾燥日数は 1日， 2日近びさ｝＼｝れとも，

ることがわかりました。特！こ新竹州では一符ずだれげ、しい腐ん：こ、「［なわれ主して，

つたもりが一挙：こして l等米を続々出すというよう立ことにも杖り生しだ，こ＿）すだ

ば，全島的応普及したとは申ぜぎんげれども，こう丁れば品質をよ-~-ずるご _l- いでぎ

の貝体的なり法でありましだ。こういつ丸ことら←門！質 1一しこ」仁常二人しを、え

あり生ずく）

'ー,, ,,C 

¥、

ベ、

入
ド
'

一、

ー}↑
 

iか

授年的なこと尻ばかりあまり時閏をと 主~·・c ,,1い↓ナ主庄八'/•··r; こ

思いまず。普及の祖織，実態ということ筐つい「:,: ょ，私直椅触れ 'ヽt' 

ャ''✓ヽ

I -('、・'

"・'' 
I 、ノ

科を待たないのであり主ずが，この点：（しついし(;):いデれ主に主｝で財串へん叫!, り，，，''ヽ
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臼］え，こ；こ忍）、ク詞りまず。

そ炉；8八し)1 :1番戸．ご）， i元仔;',(『;｝・）汀良 5 冒反

う、） nを，辻屯ー、!、パと v''Jふりこ快く，；ぇ!;;; 、ゞ、て， s.,

旭'.')改旦］，ち 0 I,;(~ 凸団り）改艮<), -rべてふとつ万’又

そオしそ礼、-~ ご［西されたいろいらな~:=,塵；パあり， 又そ炉応

： :、i'.iベ： 、}!,; 「に［］号ifi')ダi--:こ, A已)rt¥] ¥i/jヵぐヽふ:;f)' ?;: 旦')戸：汀、y;_いる， ； ti,,~,', 、

し， 責金の間遺も況るという」ぅ仕ことで：：ぎいまし tりげいど

｛ゞ 門咋り)'i1-胃をぢ詰し 、ミと息し〉主ず。だ＼、よ公臼 Viとし［い、ゾj・c,')政

もし jしまにんげれとや℃， もう 30年昔のことで尼りますから，亭臼:,,:甲し上

こる，；径莱米 i_,,ぐんぐん伸びている最「fi(こ，台］合がら企莱及びどんど!,_,来

るから国るというよう紅農拭省の~:!1が あ っ た と いうふうこ打いてぢりざ

竺，）かく信尺ようとずるお米り〗［産を押さえだ時期があったのであり主

f一つ九と己屯しこ :tcりまずけれども，台店来 C')' つ 主 松 ， 魯 英 釆 り 'E

とC, ,:t tc l:t 1 しいと登：こ心， ,i -::, かくいい仝しこなそかちというので—----'i 野

吃人力｀イ了)て，そのせ:)かく噴えた（行を全闇びつこ抜いて歩いたとハうよ 'I

主チしこれ":主§ 万頁り：こ吐］定を月簡し t うと ✓ヽりことで克つだわげで応り主 1,0

そ―]しい'",2 , 3 中左ら y して支判茸叉 Cヽ始夜り主して，門「叉どこ入 ii•'

いうし）で，斧屯，'tオ化噌産，、=-転をいだしだ clヽ ：てあ h主ず：， 憂）;[ハ

7ヽ~' 

痒＃
ぐへ H 'こ，. 

密屈を甲えら，出るい［文苧麻を噴えろと vヽりふう＇こ， I也J)' パわゆ

り祖ず予， :2, 3打ら/:仁ぬうち℃，介役ば杞 ;Jtで八ければヘ

りを人れ芍ぷ八-/i_;:- ! 一,:Jn翠いて［ヽ vJ:え匂 rt なくふそ_/~ も，｝い')', 、ヘ

、P→ し
)~- 今 U,tは毘L「見から，ぢ虔叫しよ 1言i甘を夫う e'.I tJしだ -rが，化を

叉， 伍＋とは， 支邦中笈：以悛（バ噌産け呵＇こ大き欠支障を火だしたと、ベ

もし鸞反の山実ゲ八げれぽ，忍罰主で：こ，合高は， 干万石ぱ憂りこ主破し iたー！ころ

; ふれども，そう、｛ヽ）たりしも多)-, -こ．翠人どもう：芦:;,:,閏：）い：こ「→万ごア

匁欺笈ば冒齊青改府の｝］：こよってたんだんふえてまいりさし、こ，坦

的 J;,(:0乃五ぐ巳いぃ：悼びておゎ，そ乃中大佐； :iOU方行::,• 在釆，ー［で'"'

150万日程度‘い：：：ふゾ t.・:L, り．）が大 i、[10年［こ約 ,iO 0 万石〔~ 在 ;/(H[i}と八｝

ふりふ；ヵヽ「ヽ，盆"'i'0)在東渾L]ftni又汀：・戸崎,nlこ l.OOUf-)fi 

あり主し,'こ，了i 倉う、~、＋、 ,el) 賃咋どいうもこ）、こ，主 !rC 笥異胴人辻展を見ツ

亨巧こ Jfj汽｀欠く 雄 な こ と を 申 し い ド ま し た -;_1:' 話包是洪心汽迂c/

上げ fこ／笑、i,,てごぎ八だ三!・

.• 5 -

1:c 
, C, ，＇）庄



稲栽壻と作付体系

加茂 それから，太ということたけてなし応，水［日の経費ということかり甲し屯ずと， ロープーン

ンの間題かぎわめしこ重•安であると息うのであります（）そのば外てぱ，称さんは古い）玉賛尻し長くおら

れをして， ,_, -I-ジョ／しり間：凰：こつい ・cは，特紅合湾こおける水 UJり口＿アーンヨノ向悶でIi, 芯さ

ん以 1ーに印つておられる］］はおそらくあるまいと私は思つておりまず万そういつに点は平fcこ邦さんこ九

百舌を伺いたいと思い屯す。

杯 いま， ）j［］戊さんかち，台湾の米というものの変母如ついていろいろお話しがありをしたか，足ず

心 11('-t;莱米と vヽ うものが合湾に人ぎく広まつたのは附和の初息］の問題でず。主た，蓬莱唖の栽培かたんたん

広かる［こつれまして，水山の経酋というもの！くこ入ぎな変化が来たということか考えられをず それはな

せかといいそすと， 促米の在米種 ✓こ比へまして蓬茉種の栽培期間か非常;こ短いということてず。こと：くこ 2

期作では，在来種の収痩か 1l月の 1戸中旬しこかかつていたものか，逢莱袖の昌合にじl10月のトロ］しいまず

で辰；収穫か完了ずるというようなことしこなり，打目の前［乍或はあと作として，いろいらな 1戸吻(!)導入か式

みられてぎた C')は大体昭和w年ころからです。大仇附和 1叩：削後から水田輪作聞坦が広く取り上げられ

て生いりまして，最終的：『こは別夷のような体呆かつくり出されてぎたので<;-C 

水稲蓬莱種年2回作田衷作及び水稲甘庶埠作庶園の間作

台 湾侭詞ける水山輪作［本型

(l I 水稲と衷作物

（註．占蜘認）晶分は棚行期間）

2
 

3
 

ご□．―-乙ニニフ 見字製作（緑肥1午吻、越瓜）
4 5 6 7 8 9 JO~l 12 ぅ

r 3
i
 ~ 

第 1 期作

(2) 水稲と甘庶及淀固閲作物

屈ニニ"?'"____,--;k 稲~ -二二ご---;f""言
第 2 期作

-:: ご：こ:~ー冬季裏作／

第 1期作

甘藷、小麦、亜麻、陸―;L、E蜀黍、暦麦

炉豆、蚕豆、甘藍、馬鈴薯、 E葱、落茄、
塘高、其也葉菜類

、ご之ニフ ，髪チ畏作（舷IJじ作物、越瓜）
:; , 3 , 1 , 8 6 7 8 , Y , 10 11 12 1~ 3 4 5 6 , 7 

ー ー水 t叫フ／〕一門ーフ
g ー り

iO 11 j ;; 1 ,, ・, 
''.  ふ~.'I  

4 

第 1 期作 第 2 期作—----

、こ----乙甘 芦

／ 
五---第 1期1令

甘藷、亜麻、馬玲苫、婉豆

玉葱、格茄、甘藍、蕎友

緑肥作吻、其他葉菜類
憑永吉暑はい乗米諜詰」がら

この場各，こういう休系かつくられ乙中心はとこたといいまずと，冒中州を中心こして「出噂こばつ・こま

いり 'I'しに、と甲しますり）ぱ，台汽というとこるは小さい島でござい主すけれども，北の；ようは， 1月

かい 3月までグ） 1/iJぶ大候か不順でかり， しかも蒜雨と出しますか，団燿ば少ないのですか降雨日以い多

く， しかも温／及が比蚊り低、へのですっそれか，釘竹州（つ境 rl)I! I脈を越し定して合いi'Iこ［いりますと，

9月以降 3/Jぐらいまで伍乾煉期忙人つ ・tくるわげであり主ず＾閲ち，北と南 l)冬令り気仮た作か屹ぅ

ゎ:tァ； (/)です。 Iクくに，花莱扉の 2期作の収穫I土）(1平10月の中， F旬とたり生すが， 1麿］（乍 C')w直ぇ Ci)叶

鳳」が北しこゆくはどおそいりでず。これl,:t, 合北あ之りですと 2月の卜旬から 3月0)上旬であるものか 1判

ドる応仇'.)'-たんだん早まり支して，高雄州記庄いりをすと，早いもり）、t1月の上句，四趙り）も，I)で
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も叫 ド旬の田祖え応なりまず。そうしますと， いわゆる水犀の 2期作のあと 1期作までの期間］という

ものが丙ほど四くて北ほど長いということ瓦唸りまして，大体，北ては 3カ月平~4ケ月ぐらいり）いわ

ゆる冬季畑作期間があること ireなりますが，由では 3ヶ月を切る場合もあ〇わけてす。し fこがつ"(, 期

間的には北ほど有利であり南ほど不和jであって，ことに高雄州あたりては非宮に知くなりまずが，ただ

北では，いま甲し上げ夜したように，畑I乍期間，ことに その浚刷の大楓が悪くしいしかも雨が降ると

いうようなことから，作物の成熟と収痩 Viこかなり 0)支障か出ししまいります。そここ，その時期か乾燥期

であり， しかも栽培期間が大1本3カ月半はある台中州か中心記なって，いわゆる冬の畑作というものが

非罰兄大ぎく導入されてぎたということになるわけ℃あります、

即ち，合中が1,1を中心匹した地域の水田の，こと記 2期作以陥， 1期作の間の，いわゆる冬李0)畑作利用

の問題が大ぎく浮び上がってきたわけでず この場合応，もうひとつ云えることは， I」い山製作を仔なう

ための特殊な栽培技術があつたということです。いわゆるコア（糊仔）という技術炉そこにかみ合わさ

れているということでず。これは要するに水稲の立毛の間紅，畑作の作吻をそれそれの適明に播し，

ぁ心いは苗を移植して， 1時的に水揺と共生せしめ，共生明間中は昼間ぱ落水して出Jf乍吻の生育を計り

夜間は濯水して水稲の生育を助けるという栽培法 :r:のです、それ紅よつて，畑1乍吻を適期杞作付すると

ともにいわゆる 3カ月半の畑l乍期間を 4カ月とかあるいば 4カ月平に廷はすことができるというわけでず

これが焙初vcィ丁なわれたのはサツマイモと聞いておりますが，要するにサッマイモの糊仔というのは，

即作の水稲第 2期作の収穫の 1カ月近く削の，まだ IJ(田土壌がへとべと O)ところへ由を張りつけると

いう；意味からこのことばが出たと閏い'(おります、た冗，その糊任の崩 i/',Jという 0)は，作物によって非

常応違い主す、要ずる記糊仔を始める時期が作物筐よって違うのです。サトウ千ヒの場介［は，糊仔が

水稲収穫の rli)l力月ないし 1カ月半iliJ記行なわれ，， タハコの場合には 1カ月くらい閲，サッマィモの場

合にも 1カ月ないし 20日間ぐらい削から棚仔か行なわれますが，小麦の場合図ほ，水田の洛水後に，収

穫 の 1週間ないし 10日叫 Vこ行なわれるというふう記，糊仔0)時期がそれそれ作初応よっ-c違います。ま

たそれ vこよって水栢との共生期間がいるいろと度わってくること！こなりますか，要するに硼仔如よつ l.

いわゆる水稲後作の畑作物の適貼1乍付とともにその成育期間を廷はす工夫かされるわけです。

台満紅おい ----C1_K山の冬季畑1乍が大きく発展したいまひとつのI/原因として，水田の灌据水弛股の整1薗と

いうことが挙げ r)れると思います。叩ち，糊汗期間甲の水田如おいて，水稲と間1乍吻を共宅せしめるた

めしこは水田の狐徘水の合舟［｝りな調節ということが絶対的tこ必変な条件であり，この水［且乃灌徘JJ(Jj駈設の

謄涌が，いろいろな作吻忙ついとし．糊什を口J菌贅こしだことに攻ると思います。

又，冬の乾峡羊に目由に灌漑が出釆ることが，作吻の栽培匹極めて有利てあることはいうまでもないことてす。

こういうことで，冬季の畑1乍吻として導人さ九にものは，サッマイモ，小友，とりもるこし，そば，亜

麻，タバコやトマト，千ャベッ，況豆その 1巳0)蜆菜類合 で あ り ま し こ こ O)ほかジャカイモか鴫年，日

本から種ィ七を人れて祖当広くつくられ・cい主した。これら:J)甲で，大きな仕事としては， まつ小友の

導入たと思いますへこれは，先ほども甲し上け咀したようしこ，餃初 0こは 10月の15,16日ごろ， もようど

吊 2期作水和収穫り） 1週間ないし LO日廿U1こ栢の間氏棚仔をいたしまし -c,大体収喪を 2月0)中， 卜旬に

打ばつて→ おりました。又，これ［）晶種とし又はいついるなも O)7J'導人されましにか．最初（こ栽培品種と

して叡り一十げられたのぱ埼玉27号であります。たた， この品種は日本から糧—f を人れた年は，そのうち

の約 1.2, 3 %が座土してしまうりです。そして残りものは完全な出梱をしますから，種継ぎをすれば，

そのあとは完全忙全部のものが出梱すること vこなるわけてす。又，均玉27号は生肯胄Jrnか梢々長く亦さ

びの抵呪性が底いのが火点なのです。そこで台干り試絨葛を中心にしまし文広く小麦0)晶t叩反乱か汀な

れだわげですc この肯種経退については己球をずつかり合后，こ残し←こ :tいりぽして，現在でははつぎ

りしにことを甲しかねだ貪か，母万くとしては埼玉2'1号，伊賀乳俊，江局伸｝］， フに一レンス，昭元且早'J=

書が団）lJぜられ，又，叫ド27弓パ大吊分 0)もの {7)月IL'.こなっ-こおりぽす。こういうもののかけ合せで，合中

1号から31号ぽての品種を言成しピわ、↑ であり歪ず。こ］しらの晶憫び）的iiJ::,.r、イロ」かといいだすと，あくま

でも旱生であるということ，ことこ，賢i]_三27号は主肯叫間が約 4カ月ぐらいかかるのですい，それ文:,:t

いらい；うとあとの州 1期午，］〈而との喝｛糸で作斗亡応古属がありますので， どうしても 3カ月半ぐらいて収

楊できるような， 八仏 105日から ll 0 日でI!ぴ匂することをねらった県生であるということが 1つの特徴
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叉こい：こよって：＼麦の栽培を糊仔こよら r:こ， ;112期，f「!）又稲以穫後の

れと '-fへ'(,:)畠柾う‘ミ,,');さび匁仄対する国『門性:/バ咋常！こ菰いという
夕？

 

～レ

t
 ヽ^

る
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ー餃忙

質合量:::.•~ 戸¥s・ミということ力什s',:yャ乙こういうような品種が包 1号まで育成され主し文，，小支（つ怜付面積ば

l叫 :i'うし），00し｝ヘタタ-/レ以上：'c.もなっごと聞いズおりまず。亜麻：こつき主しては',(日作どは違いさ，水田

では灼庁が可定で皮らことは 1員： I界打1,り咄りでず。これは糊仔をせ手只穫阪の哨袖りこ］てり主す la□これ応

げ主だ兌芽を旱＜答 しかも打『］わせるためしC [i八とぱ逹コた叶殊だ哨種（去を使い生’丁うこれ、,:t:.,

心↓はこし走しズ，1.2Iこl 麟ぐ応い;t+、うねをつくり，そのあとすぐ忙水田一杯：こ ;I(をり iぎ， 「

ら仄叫、な平ら"!:(らし，土壌こ!・三 k.'ど敗わし~ だじで忍瓜し，播沌をするというよう仕咋廷な}:臼人をと

り屯や C, 贔国としズはミレ/・-とザキノーの 2系統かまず戌作をされまして，；；：：：〇］あとで， ／イルラ、、/

ド産そび）他特殊な品パ［ら人つ -cまいりましたが， これが井掌'こいい成績をあげて，唸戟時：iこオ、;'ヽては，

合中を中心！こして，帝冒l嬰向ら、主体で主りましたか，亜麻工場が， 5エ湯でしたか，10工場でしたか，投

胃されたりでず。たた，柊的後これがずぺ←こなくなつてしまいまし t:。タバコ！文，内地人り）クハコ移民

ヵ:瓜田地詈，こ入りまして， タバコの硼仔栽培ということを特殊．こやった（つてオ。これは日本で：文ちょ

と想炭バつかないとり］いまずが，渇 2」月伶求稲収喝の 1カ月ぐらい rln: こ，紐（／）畦閲こ一｝この間隔〉こ小き

な堆 i を？くり主して，そ~ こへ団を噌ぇっげ（糊仔），瑚f子期間中は昼間は水日1しつ水を落とい夜ぱ嘉漑

するという 1 うないわゆ 7ゞ昼位の輪番灌漑疋~ よつて・タノ．、コを育ててゆ窒まず。こりして， ィ・ニローリー

フ t乃菜条竺り）もび）が大•｛本翌年,') l月の衣ぐ巳い生で冗収穫でき主ずのンャカイモ t' これは第 2期竹水秤

以喝役り｀誓地噴ですが，毎鉢大畠筐日本から沖イモ炉入りまして栽培ヵ・；蔚及しており又，糊仔の元租で

笈［サッマイ壬 J)硼仔栽培，:}こ［町噴こ 1::,{こつ・（月竺われ -cへにこと,:!:申え主でもあり庄せんし， トマト，

キャヘツ，詞，＇！その他 I)各f璽')蘊菜類やトウモロコ／， ソハ筈かそれ、それの年い土 vこ応して．瑚 ffiこより

古八文恨哨i'.U翡贅〇)叩地慎江よって広く戚培!);'.''「t.,われろより｝こたつだわナでず' それて，このよう稔作

物をつく □た場合：こ，そ勺 fiり作の水印とあと作の水面忙どういう影郊か出るかというようだ調へもいた

し生したが， これば !1吻〇薗類？こよって逹ハ主ずし，瑚［子をずる作力 9つ場介:こおぎ主し文は，前作の水

着しこ胡仔をするためり機械灼障告と中理的障害しこよっ-cのある程度の咸収を引き認こすものてすが，そ

の担応文作吻図よって．湖仔「） h1人と時期とこよつて危います。 ;tfJ時に，あと作の， l JりJ(i~ の水岳記，

ゃはり作均万袖煩;(よっていろいろと咸収i,::,I斐合いは違い主ずバ，影偲；伍あらわれて夜いりまず占要す

る：C' 象作 !f), いわゆる :till作吻の栽苫ということ力，咄仔をずる作物では，廿！］作の水陥ともと作の水加

丸る翌 j,:r応蒻 i）ミ，恥乙といりこと，瑚 f子をし汀い 1生'';0では古）と作り栢瓦彰喝IJ;出るということしこなり主

。ピ｝・えば，小麦(i)場",-てずと．噸仔虹よって甘り作り水囁；こ対する影馨応的 7%くらい出るとい］寺；こ，

あと (Iドの水応忙約lO•;~ ぐらい］）形惚い卍ぎ ・fか，亜／札でずと， 11り作ぱ叫I然おりませんい， あと 1午ぴ）収揺

v1:1:. ゃはり 10%判羮グ）戚！旦があらわれ主と。とこらがタハコですと， 1rn作の水即＇こは多少の被害は 1且・c

まずが，あと竹 0)水杜＇こぱ □汀晏かありません。又，サッマイモでは瑚仔の時切か干いと廿IF作水加応 5

~ 6 %()応疇を勺えまずパ晩注れば被実i:l:.l ~2 %であり匁後1生水稲こ対しては、 1~2%の影響しか

印しれ祖社ん。こげ）よう：こ琴作り作巧パそ ，J)廿rJf乍と悛作の水稲Hこ廿える形聾ば作吻り）村贔類や，栽培り方

i)ヽ ，胡仔 7〉時咋 i'こよって~'ろいら化つて主いり t ず。

ぞれ1)'ら， 喜！~）忙，いわゆる水』 f;ljJIJ i戸 1期作と 2馬j作り間（良季褒作）尻もぢえられるよう［こなり

すし叉， この湯，心＇` ｝；， ］期作と 2閉作の月 iil力月に flfij受しかありま・辻んから均吠，広く糊仔のり広

八使われるい＇ナでず。こ、 ,nこば、，私いおり屯ず時分：＇こはウリ翠り湖仔，それから緑忙の湖仔，こういう

絣千：こよる栽、名が広くり八われたわげで象ります。 ri',j, 夏作の場合，これらび）作物］の湖仔，こよる前作水

罰へ三）塁霊士冬作り場心と :t達つて始どなく，瓜類の栽培｛こよる没f乍水稲への影喜も惚めて

四ずるしこ， ごうパりこと iこば］主丁と，合 ,1,;, 月を中心，こした地培，合洒 I)' いわゆる水山 f.U内の高 I~~ り

嬬臼仇系といりふうば, 1,k.(1』2『1:,それから夏作こ‘畑付．．．と冬竹O>Xilll午，迎する｛こ 4毛作り巡転伍（了t.r:われるよ

ぅて乃つだと，こう,.-、うことパいえるわ守でずヘ

ぞれからさら ''C' ハわ夕ん］＼信と ,l(I且甘洪 '7)噂1筐かしうひとつ店るオ）けでず,, ,,k. IUうあと 1こサトウ・＼

ピをつくるということは在火種 0)時代から｛］ばわれていだのです岳，在，咲韮(/)収薄＇ぃ 11flグ）」:.,中句で友

る!こY,, 翡信を己ャ王とし•こ，崖伍以咽：友,cり漿咆青：こよっこ詞りました。
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かし， これてはザ！、ウ・¥°,:'り喧付丘寺期とし-こ::~ ずで，，，こオ,:でずぎる))

広をと;らとし irと水よZと )_1i長主期間力:aごくなり国 ;¥'1こどうもおもし

まして！炉ら水凡，しべ)'i:奇鳳j!―1¥Jい且l< li又t襄が・｝―Iくばり主した？）ャC' 内丁附![りを

し・(_'由 'j哨い「c:Hむこザト「';<・¥・I:こう員噂もミで含:,ようし（こ位ぅ，まし r一ー。 こ

戎;:,ー『』 l]i)'.こ「出舟 Iどした c,,r,でず刀ーよ斗:C;fいだかそうら、ぎ主せ'CLり）て' 9 

佐キか')出硬！り］（ぅ：:[jし 瑚 f子し，10月叶,, トー百J2叫 i':),'. 欠旱` 乞;(ij-'if. うだ~＇いと "'t

屈と してリト→ I cの民培：c―tJJj) iJ、えるというカ/)、 -j_;;, これか水 Hi闇仔Li

糊：—fこよる田年ぺ f泊乃戌 iiいか硼仔の時期とか湖仔］）寸J;i 瓦ょっ＼逢＞へ主 r , 
賢。でとどまるわげです。それから，甘庶の収穫を［；、にやって．あと eー）炭

らなら！よ水柏 cl)ll又宜ぱ 2苔ljt, ょいし 3,';IJは上かる見込みこ 位 つ て お り 庄 ず 。 た

どうしても認く九カミち冗なるということから，なか応かそういうふり：ご（エ

と同巧尻， サトウヤヒのほうはそのため応30%ぐ応いの増収バ叫符さ了V

でありまず。 t.r芦こしり場合紅信t' 非常 iこ複雑！こなりま『げ）ぱ，図でごいん

を， 求噌 2期年忙瑚年を v,化し主す場合， サトフ＼ごり畦沿lという心,;,

ずがら，祖の；；；土を 3畦忙 vヽ し 4彗籠して噴えるこどこ-ぢり§ 吐(:ヽ←ートウ汀C,
見）でず。即ち，→ トウ炉ビが旺芯左叶育を閲始ずる葛年こ） 3, 4 n主で n,:',;, サト；

.. ;-
9 ぐ

h 

小麦， トウモロコジ亨の禾ぷ科作物やタバコぱ入りをよ込んか， 吋淋， &)ーこ1',,'j、汽累類， 力 9 そ，

り）也名数の印吻か囁罰で人つて主いりまず＼）しかしそ1)呵乍（乍吋でも糊仔を匹『；；；）庄吻で麦，＇げい社土ゃ，了、 9 サ1、>'.7 ,,-- ,. J)耀

と同萩図，水玉り峠間｛こ瑚仔をされるわ'・ナでし -c, l時的応はポ I且応邸と圧涅ど＿判バ―1い吻し、3ジカこい］

るというような複硝な状喉も出てくること：こなりさず。それで")'夏tヽ，ご ，サト-~, + ¥-・: (、ー）他ヒド1:r ,., 

いらな作力をIfり作した場介の間作作吻応サトウギヒ［こどういう；•らパ塁を信み ）＇、，ど？こ，,; 見訊公付こし

'(iよ芥常な間隠旦てなり ;J、田譲憶い）間作如ついてもいろいろと試歳り；；『なら八，り『 1T1生＇，八'_)娼叩窓＇冑］仇凸

の叩いJu:よっ-こ iヽt' サトウギヒ応大きな影響があることが月：：：っかこだッさ LI

要-rるに， 水詞ヵ豆宅菜 f息こかわってその生育期間が印く匁り， 欠閾!(T) IJヽ げ竹こ歪＇こり :tu:弓貯閤(界('!'尼

間）が長くなったことか，水田の利用度を高度［て高めていつたと ✓ヽう訊果かい叉宝だこへえ名，こ戸！い夜

す。更，こ，サトウ千ヒを水：Hしこ湖干する，いわゆる水 I且棚仔甘魚というもいミ，水叫 '.l/'.位応 ［年<

い畑しこ厨換されるわけで，これは日，＇卜の，いわゆる山畑輪換の先を打つ t:.'o乙］とダこう鷺えら且⇔ いげ

でず 3 日i埒こ，サトワオビを瑚仔ずることが，サトウ 午 1こJ)iJ(ヽ十五は 3,r,il「i, ~i> .',i' .1)(+::lリ！以贔バtnri r『-
l闊な＼ヽし l罰 5分洛ちろ e とこらか， サ＇、ウキしの間 i乍をずら凸ダぅしC, •) j, ,'7•\ーヒげ tiこ情Jl'r 翫,;,!)

によっては 1罰以 l:咸以ずるというようなことで，一休，水山¢ぅ恰合収とというも］）汀どう入る人，

うといつてよく笑っ化ものですが，帖局われわれが見るところてば，そりいうぺゃう ;'.r,_-/ -) ;<マ，イー，ャス (7)

相殺かあるてしても，現金収入が短期間の間忙常況農家／こ入ってくるというところ＇し 1「言しこ大きな農尿

の時））州あったということも否走でぎないものだと， こう児つて芦りまオ ヽろぃ 7-))~i尺 1し！いり廿月こ瑚

缶り唱鼈はど゜ぎい主ずが， これは御質問によってまたお話をいたしま｛、

r r,i , 合内の水＇廿綸作を考える四当り，台湾つ水哨殊紅，碓莱種の梢付滴尉］が 2月中~3月上旬と i汀い，下竹戸） 2―) J) ;'戸胄侭戟

られていて，これに対心して収鼠侶虞も cl月か匹 2つのピ'.-クかあり，こすし四よつて水田J).:,:tげH両ぶ水:1乳作を主心，シして，降闊

的忙哀定された枠の中でしか苫えることか出来ず，又こび）ことが糊仔c''うよパな特殊な敗、心／：を名之出しだ，こと;:.ti,;/)ー，（い

まず。しかし更：て水旧叫片ぴり合理化を計るセめ,cは，このような水紐の期作的な戸今をごえて '7)くり位）紋芝l均尉］の惰咬，芯1な吃功

についても，大い紅喰討を要ずべきものがあるわけで• これが仁め，,cはまず水哨り）噸作"':ii'.-~, いて!'ヤ:r里り it戸HC戸 >lU':1なばパ

凸研究が行わ Zぺぎだと恩い生す。当時ナで紅それら紅ついての研究りー化に羞手して灼り主しだが忍与向を叶欠い主主質終戦な，CJ;

え生しだことは虎尻心定りであり生すと同時に以来，この瑾の研究を尉きさ社んが，＇予傍＇、これら；礼頂紅「喜I吋る研究が加も•こi/.

姿たとり¥ぃ}す J

＇［れからちょっとつけ !Jnえさしていたたぎ主ず（ア）ば，これは日本ヤ人乃閏叫として咋迅 iこ人ぎ t:cも

心とし‘こぽ，サッマイモの品呻改良というものがとかく忘れ伍ち＇こ冗 C亡)"こしヽるんです,-これば員来から

の合、！弯在釆のサ；；マイモというもりぱ澱粉含鼠か非常：C (氏いのでずオ.,_, 笠燥，(I':,I)ふ ど ギ り か 人 休24 ,5 

％という状態であったのでずか，これを嘉長の農没式検支所の平閲咬 Lj叫〗、中いでサ，マイモグ）晶呵改良
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を大窒くなさいまして，多収で殿粉含暑の非常こ高いものびとれるよう［こ危，）主しだ，これは大体，つと

ころ乾燥ィモの歩ど主りパ35.6%, 澱粉合縫で 24. 5% 7), 非常に良質cうイモがとれるよう，こだつピわ vt

でずしうこれば、ご，人んな台農菜の腎号応ついて，これば呵号ぐらいまで出ましたか 一l0何号生で 1廿‘てい

る1、まずですねぐこれ文非常！こ大ぎな買靖たと息うのでごぎい古ず応やこれ五｝かくだ、れられているよう

ぢ反，茄い fこし主ずr

直村 おふたりの先生から， 1つぱ蓬吃米の導¥., 支た．冷英釆をつくりもげるきでり）いろいろの帥

努力、それ陀伴う栽培技術の弯化，及び蓬吃来が粋乃すること iこより主し..デ、水山 c1)FIJ用＇足＝んヽ 度わり，高

主つてをしへつたということを承ったのであり主ず力＼。それ＇こ月 1彦続いて，先ほどもちょっとお活示ござ

い主した，大干15年の 5月でずか，缶沢さん力勺答芍米と命公されたという t、うたお活．それから，蓬茉

米の増産といいますか．合満での米の噌産というものか，内期の米を庄直するというようなことから，

戚反の五舌応 1バたという，tうたことで。かなり農政の間暉がそこ［こ入ってくるというような時期忙在つた

かと思い祖ずが，それらのことと fr,]時に，院乃 0)網織おるいぱ謳励の ij厨貰，そういうもの忙つぎ主して-

ひとつ財亭完生から，乞彎米行政とい 1八定すか，それらのこと，それから同時尻食糧行政の間嗅箕につ

いてお話しいただ式化いと思しへをす。
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稲の培産対笛と杵及組織

財津 ぎようの丁ーマ［文茂術か本的兄なっておりまずの二多少脇道瓦それろような気がしないでも

友り主せんが，酉村さんからサつかくのお活でごぎい在すので． 人の出憤にあり庄ずことを申 I団て入

たいと固い生す。芦ようお見え｝こだって，ぢり生す石井先牛，それから紐 1廿先c_i::. 当時のことをよく｛卸存

じでごぎい生ずりで，出るいは間津つたことを由し}_げるかもしれ史せんから｀丙当！（て伽汀正をいただ

ぎたいと思い吏す。

その前言先ほど加茂賃生からお話がもり生した筈及組箭褐嘩の実態でござい吏ずか令これ！文私の記

憶によりをすと，中央でもる等督府の中でぱきわめて小人紋でやって＿．切ったようでごぎい生すぐ）具休い）

冗申し」庁生すと，砕督府の中化殖産早があって，その中忙農咋峡かあり．農務諜の中に農産係という

の応あり主して，その塵産係記係長の枝師が l人，そ（「）係 11) 1つとして米種改良を坂吸ぅ技手の主任が

おつて，そのド［疋技手ひとりしこ雇が 2人たつたと王「意し主ず。米 f[ついての， いわゆろ危笠督府での仕中

はこのわずかな人数でやっておつたよう iこ覚えており生すへただしこれとは別 f固、て心．別動隊とでも申し

ますが，加茂先生のおちれをした中央研究所の隈業部， これ Iヽ えいろいろ名tii「か窓わり生したか， 召和の

初め 1-C:は中央研究浙鷹墓部というヱ前 iこなっておりさしたへそり中［こぱやばり夫の関係の方． （幾先生

を中心としたヌタノクの人達）がおられ主して，総督府と中央叶究伍とが一体となつて米唾改良の合両

を行ないその実怖の指導忙当つていたように芯滝しておりさすへそれから各小卜し一日太で申しさずと

県でありをすが一やばり米の係があって．をこ尻米の主任＇）ほか iて2人か 3人の技術者がおり，それ

からまた州の農会という I)がごぎいセして，この嬰合｛こ来の係がもったわけでありをす。生た唸督府の

場合グ）中研農裳綿と呵様，）州でほ小1ヽ□パ塵哭試験場が大ぎな役昇りをしていたりでもり生ず。そ九からそう

り州の中にもう 1つ下 leこ都というのかありをすか， こ九は日本！こらあり主ず部でごぎい主ず ao又日衣の

市町村忙刈る市街庄，その郡と市街庄に，同様匠それぞれ米の係がある，勧笈課というところ忙米の

係がおり，そこ ire2人か 3人おる。それから同様こ郡，市街庄の農会があってその農会の米の係がちるC) そういう

系統を涌じて，先ほど加茂先生のお話の，いろいろな技術指導が末端iヽ ご流れていったこういうことだったかと思いま土

次に，先ほど加茂先生から，台病の米が蓬ぷ米が主軸となつてだんだん妃ふえていった過程

を認話しくだ苔いましたが，昭和の初めから ， こ の 蓬 炊 米 が 急 激 妃 ふ え て ま い り 主 し

こ内池記総：Iiする数温：も噌，IJ[lし，屯北夫しこかわる味つ!,-)'の心目．それから渇 1)l)-ji乍米が早場米としこ

端箋!サj1,, こぉげる内地米の混合米といった役をしていたものであり生すか，次氾記，冷莱米として堂々と

内地米忙伍して r甘坦て登場ずろということ元なり，内地米のぷ屈 (T)尋忙ぱ叶鮮米ととも (iiこその寄給調撃

(I(大ぎな役刑を自わ苔れて窒ましたこと＇文 1甜承句のとおりでござい主すへただ， -, 『ほど Jm茂さんのお話

しのよう記． こればたしかイ1和 g年だったと甲へい生すが，内，外地とも lfこ大畿作応左りまして， これ妃

よる供給遺列というところから，内，外地を通＿じだして， 咀1砥知の米投自冶苦連というような法且主で

でぎきして，渦乗!Iグ）とぎ I/Cl、ま合埋倉庫忙入れて市塩から遮i祈し，不足したらこれを放出するといった）J

策がとられ克したが，これと並行して，一方紅おいてはで念るたけ7,作を抑制しようとする政哀がと

られたわ叶でもります。 これが10年， 1l年ごろにかると特rこ芸びしくなつて，たとえば山鮮忙和きま

しても台薦忙お I/)ても祈た tr,_1<. ポIJ 弔薬は 1亭土させる，危るいはひと・ぃりにたると水刈，弛設を嗽廃 I~ てし

をう． こりいうような政策主でとられたわけてありをずが，これは全く，朝蝉米と合高米とかだんだ忙

に噂加いたし主して，内地米を圧迫ずること 1こだったやさぎにての尺普作が彦たため忙考えられた已む

を得ぎる政策たつたと考えておりをず。欅林省でほその当時外地渓といり誤が祈た 0こでぎたようして記噌

してぶり生すf心，そういつだことも，いま申し卜けげ生したような．米の雷給が外地火の圧迫記ょって其

骨『忙乱苔れてぎた，ノcりため内，外地米 1()調賂ぶ必要忙なつてざたかちたと思い守すへところが廿召JO12 

年 (cこ支那 lいい汀はり， ごれがだんだんに拭大して主いりをすと， 今度ぱ逆応米が.+;足してくる徴候か見

えてぎ主した、'f汀弯肛お彦主し -cば，こ＇)ような品不旦の笈動に 1蘭えて，米の柊出齊罪というものの立

案濯：且y_りかかつたのでありをずが，その構国の古案紅当りましてぱ，應Iダ的た宣場から屯大の東畑教授，

点たの大槻敦辟 i疋，主た取引粛係では凩大の谷「1/八木両教授陀頸地をつふ吝 iこ詞察していたたぎまし、
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-'―足吋久の生産月 1，'f

人~豆＄勺り督府か買入ずし，

i炉拠した（［［り格で農林召に麦

「 この出［三:'ji唸賛付か息デから買上

定め，米げ）『if寸~ 叫：しこ冗哀し'米作

—叫作］をい

的とする一叱り)i:l人の応穀攻

グ）米1百を

り）弊応陥らせ，ひ

るnナ

を:)<〗廿I'o
-c - ~ ~ 

えきずと，芦］地

し

斉 I二，いが「〗｝か合湾喜業忙要求ず~ る

合朽農覧乃且＇彗を脆弱ならしめ

令［体の梵 /J尼を阻ヰr・する＇条件‘

れが｝め冗. c〖乍 '.I) ぷ均衝廿］な拡張を招文する 1) で，これ、をチ

＇り多角化や圭均 1じを図り，晨哀尋済の ti'(ピ向Iを哀するというのがそ 0)出いで多

虹ぱ，＇、しこ述べ主ずげれどもダ合汽農いり二つの人ぎ泣柱ともいわれる

も凸院対茫を設返して叩<]さし':.' こ0)ようだ齊令を謁撃しようとずる

，沙樺りりでも，ぞ {f) 外齊ごとい及 J) 外~吃と成1r11勺に欠らないよう忙． こ

さ，Lて，噸脊＼！こ-:)いても規附！ヵ→加えられること冗

学げたし利益ぱ， iヽ、1疇礼ィ『中でありまし f戦宇遂吋［こ

ゆる重崖此竹物の噌苛悦炉りに振り回Ii''¥:,',主に、おいてこ

れぞ農哀且塁Ji~字，:;,"ヽ '"1咋三冒府か月］いに， i合湾農業の調和的発展Jという三葉か，最屯応I!11屑げ:; 長坦して

いるよう互趣，ーゴび），しと iここり罰度がつくられにのでありまず0 このより：＇、こして合巧とし主し叉ば，米位

史し両凸 llりとらしふう＇＼喜釘ij 長が発足し， fこねけで表• りをすが，ーり戦「エ蘭次敦化して，人戊咀改争尻弘大

し ''i'青勢は次渇に四化し• aこ夜いり支した。そんなことでこ（べ汀）詞！旦 ;ij¥ヽ月初ば図し t:ような砧呆をもたらしたか

ういいこついて,lt, っ '! 心＂『、つ ,~IJ :cb から r じまいのま主~ 終叩見とな !J' 嘴＾ゾヽて介五統冶り）認•因とい弓こ

此つて，をり功韮をc肯ずるとご：ろだで全IJ竜しなかつ亡ことは，ばなけ:jこ残念であったと恩つております。

吟の米骰政業と巾しがし・（も，結局は合高の農支戸乳民地農及でおり，臼湾の人もまた哨希廿り

tふ＇「［民地嬰 1::、り殻芦級つて出ることはりつかしかつたも（／）と已八ますが，逢采—;;ドカ¥,おると竺（（こは歓迎さ

れ珍重いられ，ふる〉心ぎぱrsしろ屯忍ぃ巳｝して，いわゆる辺えられざる客！こ r;,・:)たこともらこれば訂民

地 Vこおける米と it>うもの（］）最召］から苔白つだ/,了命みにいなも（りではなかつ fかと思っこおり主すct、い

生し'(冒乃げ）長，笈政策とい ✓、主しても，改笈というより，むしろ米的灯笈といつたりバ適苫かも知Iれ夜

せんが，こ『9、t.f、ヽ；必fill行5}年りうち釘）前半，t専ら噌崖政菜かとられて，叫！］は易内盾貨米の加良加巾点！］国かれ，次

いで哨莱米ご）出現を鸞噂!:し aこ内地り食糧伍給：こどりして貞訊しズ~ いくか iこ目頃か心かれ，涜いて

凸代：こい［， 「］ぷ全体(7)中，，＇）一環として日 4、rT;米穀汽策，＇（：岨!['ふしに汀言今、と応且，更 iこ阪疇体閏］三こあ

つこ (:i,' これ，宅だそれこマッチしと， lliiiこ述べ主した~ 及投り）移出＇？由~ とcヽう;,勺涛；：ぃ樹てられるというこ，

立つたものと号えきず。こつより記見てぎまずこ，合疇う才＜段吏を追じヤ~こ，合弯を主~こして考えら
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れた米投政賽というも(/)は，初Jtjの噌産政策と，末期の移出管連政策くらいのもり）であったといつてもよ

いよう：こ旦、い主ずc

ここで冒頭で中上：主主した，太又喝する斎導翌「月の祖峨噸髯忙ついて捕足し文おぎたいと已！います王，

坪太改茂や'.ドの噌吐 iこ閂つた時分：こぱ，呵咆nよう‘なことでありました i)ミ，尺段統州iJ時代1Cだって， 官

冶齊埋の仕 'fl-をず叉、'J:うdこf.r,りましてから，サ「たに米穀諜かてきまして人員ら拡元されました。涜いて

合湾米設の格出丙洲直業ミが冒場ずるこ及びましてしま，米殻局が創設され，唸傍，米政， 襄努の 3諜のほ

かに，島け¥j各心りこ唸出ポの買入れの仕中をずる靡努 I肝．内地｛こ 1ま東京，大阪，門司 1こそれそれ元塵し

の中乃をとる tめグ）事合い）i王おかれて， これ＂こ従事する職員も，急激冗噌強されること工なつだことを

附げ /jLlえておき主す

左お，万いこ 1羹］する文限， 午に技術的杖試験研究の成呆についての文献ぱ，相当危大社数紀」=るものが

ございます。これらにつぎましてしま，近く刊行ずること：（こなっておりまず「合弯農業叩係文献目録」の

中記集録いたしまして，又献の所在まではつぎりさせることにしておりぎず 1)で， あるいぱ関係方面紅ぱ

多少の岬参号になろうかと思つており走ず3

次に，合湾禾 iiこついて疇じ主ず場合 1て必ず問題となり主すことは，甘魚作との競合国係でございまず。

この点紅ついズは，前口の山騎博士のジユガー・ケーノについてのお話の中にも出たことでございます

が，釆作の発投と糟業との間しては常に醗合相剋があり主して，あるい 1くま表雨化したこともあり，あるい

ぱ暗黙のうも vc米と砂糖との間記は常忙対峙拮抗が行左われてまいつたのであります。この間の事清を

疇じたもの記いろいろございまずか， まず矢内）泉博士が出されました「帝国主義ドの合湾］， これは昭

和 4年だったと思いますが，この中に，糖業帝i干］主義という 1絹を役,-tられて，相当思い叫つて綸じら

れております。余談でございますけれども， この本しま，当時台湾では発売禁Jしになっておりまして，内

地に出張しました際に内咆の本屋で買つてこっそり持つて帰る以外忙ぱこの本を尻むこと i:tわれわれ柏

かなわなかったわけでどざいをす。をれば，ひとつにぱ， ,j:[j当突つ込んだことを甚かれてごぎい主して，

総督府としましても，当時としては煙た lo本であったわけであり主ず。主た，びとつ i/Cば、，矢内兄先生

がこの本を甚かれる記ついて，初めから唸督府関係の案内を断わられ主して， .-j,:嗚人，いわゆる台嚢人

の相当進歩的な人を案内に立てていろいろ視察をされた詰果この本ができ f-ーがつたという閃係もあろう

かと存じ主すが，かなり珪歩的な論祝をされて詞つたわけであり主す。そういう虞係もあってか，台湾

では発売禁止という，今から考えると嘘のようなことが実際応あったりでありまず。次，,て台北大学の恨

岸勉治氏の合文妃， 「合疇忙お汁る製糖原料の獲得，特忙その買収価硲応ついて」という，これは附和 7

年に北人の葛 I沼博士の記念論文集の中応膚かれたものでございますか，この中にもこの相剋の出清を技

術的紀も詳しく合じられております。それから，糖業陥会の常務理事をしておられました中村誡司氏の

畜文， これば只和11年冗書かれたものでございますが，渠点商大の60固年記念合文集の中に， 「合湾に

おげる米作，庶作の相剋について」という論文がこ＇ざいます。これも米と砂糖の相剋事清をきわめて兄

明に綸じられたものでございますへ降つて昭和16年に， 日本学術振興会の第21小委員会の報告といたし

まして，現在東大の教授をしておられます川野重任教授，当時東旧先生の教室におられて台湾の現地も

視←こもらったのでございますが，川野教授の若わされました「台湾米穀経済論」がこ＇ざい主ず。これ

ぱ最もよくまとめられておつて，台湾米の生産から消費に至るまで，あらゆる間嗅を取り上げて

学間内忙体系づげられた著作として非常に重要なものでぱたいかと思いまず。この中にも，いま申し上

げました競合喝係を洋しく喘じられておりまず，その，士かに，合湾における構菜者が占tきましたいろい

ろな論文もどざいまずか，同時忙，唸督府が州和 14年紀実他しました，先ほど申し上げをした台；弯米殻

の移出竺出この趣旨を述へたもの！）中にも，主た， 「合湾り米」とか「合湾り糖業」とかいういろい

ろのハノフレ；；トの中にもこう相剋叫質を述べられておりまずげれども，これぱいずれも役噌的な， ど

ちらかと申しまずと，上，；つらだけをなでたような記述記すぎないものでございまず。何れ記いたしま

しても，嬰民資ドによる米と，糖業資本応よる砂糖の競合相剋につぎましてぱ，台高の農業にとつて，

特に農政問閂として大変興味深い多くの間頴がありますが，ぎようのテーマから申しまして，やや本筋

を唯れて。まいりまずので話を貫I]愛させていただぎ，以上の文献の御紹介だけ忙止めたいと思い生す。
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以i度はなはだ大ざつはでこ令官いをずけれども， 患いついた主まを申し H--ドて二文ましだ。

論寸合＂

西村 以上記おぎ主し文お三りから，蓬莱米の栽培冗ついての技術的な梵灰過号，それから，;雀策禾

か社営ば噂入されることによりまずu也，マ!Jiー！］の変化の間凰，それと最後/IC, 予碇釆そり）もの［こ対ずる吋

政上の諸崎点をお話しいたたいたわけでありまずが，財串さん力;,iljl紐介しこなりまし fこ/1[野敦反の合、；:s: 忙
穀経済含，これは非常に当時推奨された本の 1つだと私も］已憶しており生ず、

以上で，本日の成頴応在つており支すおもな点についての御祝月をいた之いたわげで丸りまし、-,

れでお話しをいたたくことぽ打ち切り主して，いままでのお話の内容応つぎ生しズ，あるいぱャれと

連ずるような台薦の米作のこと匹つぎまして，ひとつ御質叫いたたいたらと円い主ずりでどり{X hし

くお顔いします、

財津 ちょっと，私先ほど ]J[I茂先生からお話しがありました現在の 7汀弯の生充事情でご芦いをすが，

幾信生の本ではまだ訂正がなされており主せん I})で，ついこの＇り合巧 (fこ翠りましたとぎ ri)打予斗；戸ごぎ

生すので，祈しい数字を御紹介申し上げたいと円、い主す，先ほど 1,500万石とおつしやってむり翌ーしたが，

これぱもうちよっと多くなつておるようでず。去年の実績が237万 9―f-ト／， ことしの叶両力］ これ、は

まだ出ておりませんから．計画でごぎいますけれども， 240万トンということです。それで．われわ汀

おりました時代 1こぱとうとう待望の千万石に達しなかったわけでごぎい主ずか， Jcぎっぱ記 950万石と

しまして現在では約70%程度の増加をしており，そのうち約80%(ま達莱米ということのようてず，

それからもうひとっ，向こうでは統制はやっており主せんが，農家か使ういろんな肥料は，政府茄買

つてこれを農家に売つている。そしてその代金は米でもつ'(政府に納めさせる。所謂吻納です。

内付 そうすると，肥料は政府が狼占的忙扱うわけでずか。

財津 そうです。それを日本の食糧庁忙当る糧食局という（/)があり生して，そこがこれを取扱って認

りまず。

西村 政府が扱うのほ肥科だげですかr

財平 その他の農業資材で，農薬もそうですm

西村 民間忙はやらせないわけですか。

財津 やらない。すべて政府が握つています。

西村 団体陀も，ああ，そうですかっ

財隼 そういうようなことで政府が一定数量の米の買い上1手もやるわけです。総生産額の大体 30%1ま

政府米として買い上げられるということでした。

両村 30%が政府米として買い上げるわけですか。

財津 そうです。そこで肥料その他の農業資材の代金特り紀納められる米と，この買上米とが，政府

米ということになります。それがどういうことに使われるかというと，主として車屯米，それから官吏

に給科の一絡として現物で支払う，現物給与でずね。 30%の政府米は軍用米と官吏の食糧とに使われる

ということのようです＾

屑村 その場合の買い上げ価格の決定ぱどうやるのですか。

財津 これは時価ということになつてい走す。

咀村 いや，政府が買い上げるあれば-・・・・・。

財津 そうです。そのとぎの市価ということです。地方にそれそれの相場があるわげですから，その

相場で政府ぱ買うのです。

西村 一方的に値役をぎめてしまうわ叶ですか，政府が。

財津 そうです。しかし時価ですから一万的忙決めるといつても誘手：こ芦める 0)でもないわげでず，

両村 どうぞ御買間くださいへ

石井 い主の， 41年の生産罷は何トンでしたか，いまおつしやつたのぱ。

財津 237万 9千トン。ことしの計画ぱそ丸よりわずかに多いのですが， 240万トン。
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且］凸ことし， ＼よう左ことを，—{-J -c. おりましだから，灰る：、よこれを突破ずるかもわかりませ

ん。

紐 已 亨危さん，人体 240 万トノくらいのりち，日、衣へ主どれ~ ぐらいぎているんですか, il'i""-f―-! 主，

10 万トン~ らごて:ー"'!んですか。

財津 ぽぷり/ 1 ニィチゴイ日本から買い iこ汀かれたよう左こともあり，向弓から買•こ~）て貰い尻来たり

しだことも多)".:, よ',(: ず炉， 1及五の腿子はよく知りま．せん。いIこば、；〈もとも豊作ということで，話合い

もh1rぶ・八、ヽ -uづ 1Jヽ しいん,_:.や仕いてすかね、、

咄田 もちろ人~ 吹府炉買つに中から出すわげでしよう。

財皐 そ汽ズ~りご，そ且で，こ汀ぱ会談です rtれども，農家ぱみんな蓬菜米＇｝）いいものは自分の消費に

充、てまして， 納めるやつは悪いものを訥める (J そ~ れでいま潅莱米の声価が非常にドがりまして．

日収の乙湾禾を扱う商社ではもうあんなものば嬰らないというぐらいにひどい米がくるとのことです，

阻台当［守の未と rず、全ぺ反対左んでず。主 (T)こ7っぱ農家1よいい米を内地して出し文高く尤つて．そして自分

たちが食べる禾は悪い米を其べておつたわけですよ。それか全然逆なんです。自分たちはいい米を貧ベ｀ そして政府！こ王つたり伯めたりするのは悪い米を持つてくる。攻府は買ったものを内地に送ります

から？内地でぱもうこ・めんたと，いま，逹莱種でなく，ほかの種類（例えば槌ノミ）にしてくれといわれ

ているとも開いております

旧茂 財主さんのお話て，去年の実峨が 238万トンですか，これは玄米でずか可 もみじやないんでし

ようね。崎直，世界の． 『 A Dなんかの統叶 ll, ずべてトンぱもみでいつており主すけれども，台湾 0)

こしつ数字の梵表か，世界流儀iこいげばもみたと思うのですけれども，鱈：こ玄米でずか。

石 井 おそらく玄米でしようなの

財 津玄衣です。

加茂 そうすると 1,600万石ぐらいいきますね。

財車 そうでずね，日本時代の 7剖増程度になりませんか， 24 0万トンとして............。

石井 240万トンとして 1,584万 9ふ

財志 領台当時の 最高を 950万石たとしてそうなりますね。

}][J)文 そうすると玄米でしよう応

石井 この磯さんの本を拝見すると，裏話というの如，大評疋と溝いてあって，そして，在来米でい

くか，内地米でいくかということでたいへんな議論が行なわれたように暑いてありますね3 そして，大

正14年に，伊沢総督が内地米の奨励に踏み切るというときまでぱ，なかなか内地米を使うということに

対しての反対が，技術関係の方にも強かったというふうしこ， 88ペーゾから89-"'ミージに書いてこ｀ざいます

か，これはやっぱりそういう空気だったんでしようかね。これはどういうわげでしようか。

林 私たち全然いなかった時分の話なんでし叉 .,.,.,0

jJn茂 磯先生のお語を何うというと，これはおもしろ＜ぉ話しされまずけれども，実際日本のお米は

ほしいけれども，ゃってみたらいくらやつてもさつばりでぎぬ。要するに早生紀なっちゃぅの日

本の米ぱ，みんな，ごんなうちに (40~50c7n)穂が出ちゃうのですね。そのため妃，全然米

粒がでぎないんじゃ ないげれども，経済価値が全く ないといつたようなことでそんなくらいなら，

もう従 来 の ， せ め て合湾米を少しでもうまいものに改良していぎやいいじゃないかといつたよう

なこと c.:・<I)議論がかなり長年続いたらしいんで す。 似ビ よう なこ とは 北海 道の 米で も

あったんじゃございませんか。北海道がお米をつくるかつくらぬかということでかなり議論茄あったと

いうことを伺つておりまずけれども、

石井 そうですね，あればしかし，時期としては非常に早いてすね。酒勾常明さんという方がおられ

まし い大日本製塘の社長になつておつて， （いまでいうと疑獄が起こってその責任を自つて自殺をさ

れたという }j, その方が農務局長なんかやつていらして，あればたしか第 1期の駒場の卒業生でしよ

う。その酒勾さんが，拓椅部長という資烙で北海逍へ行って，現地ではいろいろ問題があったけれども，

米作をやらにやいかぬというので，米作の奨励をやられて，あれはおそらく 7年ぐらい，ちょっと年数

ぱばつぎりしませんけれども， 7年ぐらい北海逍におられてあれをつくられたんですねっだからこれが
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明治の ;l(州t台じゃないでしようか。 2(汀台か， 30年合へ

賢 Cl 2叶台ですよ 0 26, 7 年ぐらいじゃないかな c

石井 ともかく，だから時期としてぱ旱いですね。

リ廿｝―交 そうてすね

石井 台湾へ行かれた技 1・行の方というのは， 人体北人を出て．、「］がれたりかずいらん多いでしよう。

たから．北海直との開係というのは． どうも，ちょっと考える限り応おいてまあまり Iiつ贅りしません

9ヽr‘
 、ゞふい

闊］茂 私が申し上げたのぱ．そういった意味で，北海直の米の間題と由接つながりがあるという屈昧

ではなくここういつたものを，新しいものを何かやろうとするとぎにえてしてありそうなごとじゃ在

いだろうかという意味でこ＇ぎい主す。

石井 ここにも磯さん書いておられるけれども，在来米でいこうということを言われた力ぱ裕督府の

農務課の J」なんですね。それで．試験場のほう方ぱ，むしろ内地米でいこうということであったよりに

患われ主ずね。そうすると，実際指導奨励という行政的な立場記ふれば， うつかりして間危つてはいか

ぬというので，よほど大事をとるから，それでこういりいぎ方こなったんじゃないかと恒象され夜ずが

ね。

団戊 多分そうでしよう 1

巧井 幾さんも，これは氣埋'まだいということを噂いておらn"'ず令

fi[J茂 これは一行政担当者と，研究室といいますか，純技術のほうの人の立場の相達ということがある

んでしようねr

石井 ええ。やっぱりそういう経退をだと・ って，いるんです tぷ。たかち. 44年から大正14年というわ

げですから十数年そういうこと炉皮つて．初めて．片ーカにこう変わつているわけでずね。そ乃間に品

博改良や何かを試験場としてはや？て応つたんでしようね．おそちく。

加茂 詞そらく初めぽこっそりぐらいやつていたんじゃないかと思いさず汗れどもへ

石井 それがまあ 10年過ぎて芽を吹いたと， ごういうことですかた。

咀付 『 A 0の資料で．台湾の現在の産領を申しまずと．こればパティ応欠つていまず。でずからも

みでしよう。 1964年から 65年忙かげ主して 279万 5千トンですね、，約 280万トン。終吸豆浚 If)4 8, 4 9 

年から， 52, 5 3年の 5カ年平均が，ヘクター Jレ当たり 2200キロですね，当時が、それがい主ヘクター

ル当たり 3600ヤロですね。たから 5剖以上の噌産でずね．これ見ても日本よりすつと大きいでずね，

伸び方が。

石井 いまの FA0の数字は何年の数字ですかっ

直村 これば l964, 65年でずっ

石井 そうすると，さつぎお話があったのは41年ですからね， G6年だ3

西村 あ :Jr,, そうですね。

加 茂 先ほどの財卓さんの数字ぱ玄米ですね。

財事 そうですね。合の西村さんの数字と大体合うようです。

石井 これは玄米でしよう万

西付 日本ば, 64, 65年か 1,680万トンです。

財津 先ほど申し上げをした奴字のヘクタール当たり収を申し上げますと．作付由積か 788,634ヘク

ター）レ，これで先ほどの 237万というものを書ljつてみまずと， 3卜/017。玄米にしまし←こ

林 これは台高の水［り事業がうんと発達したということですか，それから数量的な増加記は水田甘

魚か後退したことが大ぎく暫いてい主ず。こと 1-c合中とか合北とかというところで。即ち以後は台中あ

たりでは，大体 l O万ヘククールのうちの，恒年 2万 ヘ ク タ ー ル は 水 田 が 庶 面 に な つ て い た わ

汁でず。それか全部なくなっちゃって台南州から以南へ行っちゃったわけでずね、）それ紀よる米

の作付 面噴の噌といいまずか，それがだいぶおるということかひとつと，それからこれはちょ

つと私が内いたもので見てみまずと，台中あたりで州の 1斯作の平均がヘクタール当たり 21石 6斗とい

りような設字がすでに出ていると含があろ。それから 2期作がそのと弐に 16石 1斗，これば低いとしま
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し＇しも， ］朋杵ですでに州 0)平合が 300キロをこしている時代があったわけですねe

立化，合中 7)より欠ところで，非常に．水田裏作炉梵老ずろようナ［ところといりの (i, これは乾 i廿化し

文い文，しかも．水ポi]iヽ ぎわめて発逹したところでなげれば， 佃承知のように水田裏f乍,:t.できま・ピん。こ

としこ，そこ二ぱいわゆる看天』とかその他かf戸弯全休としてぱ多くあった。それかだんたんと水刈事穀

ヵヽ望！哨され忙ということが大ぎ杖ひとつのフアクター v、こなるんじゃ左いか， もちろん農業只祢［の発迅か

これ/,伴うてしようけれども，そういうよう左メしもしないわげじゃないです ;l'.l.o それと，非訊＇応合忍しこ

ついて t害虫り岐害という 7)-;;;、leぎかったんです; これかやぽり同時 i:C有鸞注碑剤の月 1廿ばよる芍呈と

いうようなことゲだいふ出てぎとこいるんでずね，最丘1、土ょ。

財皐 これば先由合湾で糧食閏長から聞いたんでずげれども，先ほどおつしやつだ， 1E条密遺のこと

でありますか，やっぱり以前はあまり傲底していなかつたという見方をしているよりです。ところが，

戚後これをいろんな磯液を入九たりなんかしまして，強力応徹底してやつたそうでず＂これを戦後の米

の増産の大きな哨由のひとつとしてしぎり紀）］説していましたが•••…

林 合中あたりでtt.' あの当時の晶準が，坪当たりでず:lJ;' 8寸の 7寸， 64株 0)3本植えぐらいだっ

たわけです それ炉だんだん栽培密度試統その他の関係から．台中あたりでt:t., 終殴に近いころ記ぱ，

これはまた肥科闊係その他で衰免ましたげれども， 75株ぐらい主でに小快密植になってぎた。てずから

台湾の奨励八準は大体 64株，T)8寸と 7寸ですが，それがだんだんせばまり吏して，人体 t平当たり哨数が

30 0から 400本．これを 75株からもつと密喧しろというように，小快密槙 17)奨聞がずつと拡主つたとこ

ろで終戦'(こなった。

りII茂 密噴の間痘ぱ，密植にしろということ ・-t, いさりお舌の，64ぐらいが標準で盛んして口われていた

んでずが，これをさら&こ密憤のほうがいい，小昧密噴云々ということをいわれだ 0)が林さんの叫空の結

果たと思いさす。特記直えつげ密陵の間晴について非常に詳しい研究を合中試験場に切られるとぎにや

つておられ宅すので，そういったようなことがさら妃密哨の実行ということ記拍車をかげたということ

ぱ言，えるんじゃだいかと思います＾

野口 それは肥料をやるということと閲係があってだんだんと密哨になったんでしようが。

林 台湾の施氾漂準は，大体当時窒素反当たり 2貫といいまずか，これば欠体日本と施把標準 fま

吋じになっている。

田茂 2財1ま少し，．，．．．。同じだけやると倒れちゃうし・・，,"o 

林 2期作は，場所によりますと無肥料でやっていた連中もたいぶいる。これItどういうわけかと台

中あたりで聞いてみますと，あそこり小作慣ィ子が. 1 J月作ぱ自分のふところへ入るんですね。で， 1J、作

料ぱ 2期作で払う. 2)訂作の全部をやつちゃぅっそれで裏作ぱ自分のものだとうそうすると， 2犀J作に

無雌によ叶いとったって地主のふところへ入るだけということもあったように茸］いておりまず。それで，

で彦るだけ手のかからだい在来種をつくつて肥科（まあまりやらないで，それは小作料として地主にみん

なやっち吐う。そんなような慣行が台中あたりにあったようです。

石井 その米の品種とか食味とかというようなも 0),t, 1期作と 2期作で 2期作のほうがいいという

よう左ことがあったんですか。

加茂 しいていえば 2期のほうが多少 ,tかつたんじゃないか，といいます ,1)ぱ，乾燥時期が非常紅違

ぃtす。 1明It7月でずから暑い盛りの乾燥で，さつ窒もちょっと申しい子主したか，胴剖れが多いと

か，もるいぱそれたけでなくて，急激に乾燥するために若干変質ずるといつたよう杖点もあった。その

点ちょっとこの本［こも磯先生が峡れておられ主すげれども，

それで，味応落ちる。ゅつくり乾燥ずればよほどその点は避けることがでぎる。その揺味で， 2期作の

ほう応しいていえば気象が日本の秋にも似ておりまずし，味ではよかつたと思いますけれども，「こだ，

日本の米との隕係からいいをすと， 1期米が日本の端境期に送られるへそうずると日本の占米よりも台

偽の 1期の米，い主いうようた点はあるにしても， 1期り米は新米であるという魅力があって，財津さ

ん 1)お話にも多）りましたよう記．味つげ用云々というようなことで非常にとうとばれたといつたような

点があると患いをず．、

石井 日本ではそうでしたね。だから，い主のお話の小作料ぱ 2期作でとるといりの,t. 地主さんが
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なかなかよく考えておるのじやあるまいかと思つてちょっと伺つ fこんでずガ：。

林 台湾で育成した米で，合農22号，あるいぱ合中 150号というような米り食味は非常によがつ↑，で

すね。したがつて，い生日本で準内地米の段いを受けること iこついてぱ非常忙不満なんでずよ。これば

や（まり輸送盟係とか，友るい（ま向こうから出てくるもグ）が，先ほどおつしやろよう紅， <・ 戸米を国ずと

か， 品質のいいものしま向こうで食べちゃうせいかもしれません｝！い・・・・・，

川茂 当時の危莱米だったら日本のお米記決して劣らないと巴、いまずね，味ウ点で。よく試験場あ

りでも食味の鑑定みたいなことをやったこともありました e 内地夭とか叫鮮米とが合凸米， いるいら左

おもな品種を使って。それをだまつて食わせるわけですね c そんなとぎ台店久,t庚して溶ちないんで

ょ。

林 それと，ことに品種のセレクジゴンのとぎに食味試験をやって味の劣るものは，場合によりまず

と品種から落した例さえも多いのです。これはやはり何といい主すか， 日本へ出ず閲係も友ったのでご

ぎいましようが，台中あたりの品種セレクジョンには，嚢味試穀をして主ずいものは，ある場合忙ぱ忍

とすということまでゃったんですね。

石井 そうでしようね。いまたつて台湾の米もそうでずし，明鮮から多少くるのもそうでしよりし，

カリフォルニア米たつて準内地米と称しておるけれども，それはたいした違いはないでずね。たた，貧

糧庁の一種の専門用語として準内地米ということ記しているんでしようね，う

加 茂 私どもは従来台湾の蓬莱米ぱ，これはもう日本のお米と同じだとハうふう：こ品質の点で考えて

いたわけなんですがね。近年，配給でも準内地米なんていう，私ぱ，蓬莱沢は日本米応入っているのか

と思ったら準内地米に入っているというので，林さんじゃないげれども，非常 1疋不羞を感じたことがあ

ります。これは，先ほども財津さんのお話しのよう記，実際悪いものが近られている，これは磯先牛も

そのことをお話しになっておりましたけれども，悪いもの応送られている C : たから仕，内地米といわれて

も，実質的にぱしようがないのだということのようですね,,

石井 前には，戦閲からの時代には，そんな区別はしなかつたでしよう。そ且＇主釆茎さん力 □適当 0こや

つておつたでしようからね。おそらくもう区別なしに使われて詞つたろうこ

相茂 これも蔑先生からよく間いたお話でずけれども，従来ぱ，つまり

満の米を買い込んでくるようなとぎなんかも，なかなか品質とハつても味こ で＼くて，米の形，大ぎ

さまで価格に影響が主ったんだそうですね，昔ぱ。それで当時日木でも噂 1れ氾};よ小粒の米が好まれる＾

関西地方は旭系統のような人粒な米のほうが歓迎される， こういつたようなことがあって，台薦では小

粒がいいとか大粒かいいとかいったようなことまで一生懸命記なって考えていた時代があったんだそう

ですね。

財津 たしか朝鮮の米が大体関西如入っておりましたね。それから台湾の米が高雄，基隆からまつす

ぐに横浜に来て，これが喝東地方の消費にあてられるぐ

加茂 台湾の蓬莱米はどっちかというと小粒のほうじゃなかったでしたかね。

林合中 150号という米は以前は 114号といつているんです，それで大阪の米市場へ行ったら，玄米の

色が悪いというので等外応答とされ主して，そんな中から純系分離して，そして玄米の色のいいのをセ

レクトして，それを 150号と名をつけかえて出したという米なんですね。それで玄米の色までえらくう

るさく米市場ではいわれた記憶があるんでず，

石井 その時分忙しま込み米というものはどんなふうにやっておられたんですかね。つまり 4斗忙対し

て込み米．これぱ相当入れておられたんアすか。

財津 そうなんです。そこにうまみがあるから，台湾の岳莱米が歓迎されたということも聞いており

まずが・・・・・・,,

石井 ですから，そういうことが兌つたんでばないかということでずね。やっぱりそれは相当おつだ

んでしようね，込み米というものぱっ

加 茂 もうひとつ，さつぎ申し上げ主せんでしたげれども，佐い意味の技術ということになると，い

まの土木事業なんかのことも当然考えなぎやならぬ。林さんのお話の中 iこも，僅概排水という水利」の間

題かちょっとありましたけれども，桃園大訓というのは，あれは凩台以前からわったと間いていますね。
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1JfJぅヽ らお，長，＇こ．ついて主か i_;_りいろいろあったようですげ仇ども作］といつても日，/j,;が手つ汁たも CT)は，

嘉南大間でしより- =-れば烏山涙というところ尻ダムを設けて，こオしは多甘的ではなくて，農業用！）た

めのタムをつくつこ貯ドをやり主して，それを嘉I灯欠訓図域といつて，：ご義から立月のほう 15,6万町歩記

わたる雇漑パでぎるよう応なり tした，（足人台［、対州の海岸地りぱいわゆるア，レカリ十壌で何をつくつて

らで苔九い。ほとんど捨て＂づくりのより 7'.ri大應であった'ところがこの水記よつてこの一苦が美且とな：

つだうでもりきず~、 ti 疇j'〗. ;j(ぷ i(1 う万町•志紅菰漑するに足る程度の水で，そグ）ため紀 l 5万町歩全哨

筐毎年渇漑ずるわC)'にいかないリ）文，これを 3つ，こ分げ主して大体 5万町歩ずつ］ドを配給しに。それで

l年は水小［出 ］年は日魚をつくる， 1平と申し定しても甘庶は l1土半応わたりまずげれども。それかる

あと 1年＇主雑作，と申します C)は，屹凰サツマイモ， 各花士． ゴマなど場合紀よっては友とか，そうい

ク:::,t::. ような，;'.l!l作で，水稲作にぱ全面的：r（ 水を配給ずる一、それから甘應作ぱ．初めのある朗間だけ［腐成を

する。それであとばもう水を配恰し~ 左い，それから雑作区域は全然水を配給し~ 左いというようなことで，

人体向積i/蒻こ (:t』干つというふう忙して，それを 3年 1輪作ということでぐるぐる口しをしたのこうい

ったよう tcごと王， あの不吃といわれた介噌J、11J).'店に毎岸地習は非常忙生産力を噌したというような：

ことがあるわげ匁んでず こ且げ、水打」中文としては一丼大ぎ左事業だったと思い主ず。そのほか，もう

各地）］乞 日本の瑣土時f-Uこずいぶんそういった水ポljrf)便ぱよくなつている。これが総体的紅農陀生産

力を大苔くリ 1ぎ上げたという巾業が窒ると思いだず。

1':: 井 仝休内紀兄るとどうなんでしようか。朝鮮ぱ非常に水刊事業というものの必佼性が）＜念かつた

ですね。つまり，天水田が吋I当大ぎかったといわれて応りまずが，台湾でぽ，従来はどりだったんでし

ようか，天水』で作団が不安疋だという~-としまなかつたでしようか。

!J[J茂 それが地域 f¥1、）に相当あったんです，いまの台南州あたりでは。石天田ということばがござい主

したが，そう C"> う点がい主の水、ボlj事襄尻よって改善された。これば非常に大をいと思いまず，9

（往） 看天田とは天を看ていねを憤えるといつた送味で，降雨がなければ稀作しまできないよりなにんほ万

(＇ とこ

林 ですかち，そういうところじゃ在来種は 1期作種と 2明作種と別々でずか， 1期作種と 2閲作 4記

を混播してやるところもあるんでずね。そうすると 1期作には先に穂が出主ずからそれだけとっちゃぅ。

それでおとは主た 2期作で穂が出てくるまで放つておいてとろ。それから看天 1日で灯I]主苔しておいて水

が窒←こから水田応吠えてし生りところと，ずいぶんいろんな作付法をやっているところがあるんです,_._0 

ですから，結号，合湾全休としての，ゎ九われかいた時分の反収というものを，合焉東部の花述甚と

合東とかというような．開発の遅れたといいをすか，水日）事莱の発達しない地方まで平均しまオとそ：＇）

なりまず叶れども，厖部池力の 5州といいますか，そこいらの反収というものぱ，平均収呈よりも札i門

高いものと考えられるんですねぅ

財卓 桃罰台地の上のほうへ，これこそ，烏山頭以上じゃないかと思われる大ぎなクムが規記冗成し

ております。これば多目内というか，発這もやっており主ずげれども，洗園台地がこれで心おりごとに

だると相当な面積ですから，嘉 114人訓みたい況 3 年輪作ではないわけで．そういつたことも最五の水揺~

の噌IJ且忙役立つていると息うんですっ

加茂 祈竹もたり fこと，水がくればお茶茄）咸るかもわかりませんね。あそこはお茶の多いところでし

よう。あそこぱ陵性し壌で詞茶ぐらいしかつくれぬというような場所だったと思うんですがね。

野口 林さんにお伺いしまずが，さつぎ 0)糊仔法ですね。あれは，磯先生の困いたものを見まずと，

叫からやっていたようにもとれるのですが，在来紅やつていたものを改艮されたのですか。

林 在来紅やつていたんでずね。）ci本のところサソマイモが初めだと打1いているんですが，ただ，こ

0時代の問仔甘藷という「）は合中戎は合 1対地方の特定の小地域杞限られた特殊な栽培法だったようでず，

野口 それば水の関係ですか。

林 水の関係も当然友ると思い主すが，や（より水楢の牛育期間の関係その他からでずね。

野「］ サ．ノマイモだけがでえ -c' ほかのものしま考えてなかつたのをあなたりが号えたと， こういう技

硫『の発達/)しかたに考えていいわけでずか合

林 そういうこと記たるんじゃないかと且］、いますが・・・・・・のことに小麦あたりは，台中の海岸地城から
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合南の海岸池域にわたつこ• l部咄竺で人つていだ八で↑が， こ汀it.'lc_'f庁期胄1つ・,5 :h 門ぐらい)• う,;幻，

非常に只いんでずね。そ九で収呈正きゎめて（氏いらの1)''国・作氾芦応 1泊入っこいたと，へう'!中文、ミ見る人

でずへした岳•/)文， 沢且」に晏作として． しかも閤仔］こよつてい麦を入八ると )ろこう・たこぢえりしこ，仔う

かつだわ1-・tでず口

野口 その場合りあとイ位主，水 0)は[:]冒＇主どん文らうたつだんです・い 糊仔でやうた：い乃＇）水で ・J・n。そ

れがやつはり水 lHcア）恨~ をうさく因と~ せtこん ・cずか^

杯 でずから，御ボ月]•i'J ようしこ，戸'!弯の水 Lilとしヽうのは，かげ元し｛翡漑り） ljしいをとりをずか

がつてどういうたんばでも己全な乾 1」」でもれば， i',り応取り入れ[];、予ふ三J--c, 片 }j,:、「咋，＼富予

i ふ-， V /_ 

：こっぃ

ャ~（オ5 りまずから，常：てこっちから水を人れてとめて .fc け~ ばともかく，喜とせばどんどん百ちるよう＿こ位

つているわげでず。でずから，台叶］以南の上且りでfi. 冬:), 9 J]象 10月以斉乃屹咲期い 3fj, 1し］ま”こ

くということ力;'臼しろ屹 1」」の」一切介には非常筐 J:厨作を有科Iしこ的かしてしヽくわ［ナでず 0 でいから，小友

左どぱ生育期間中記放口の灌虹をゃるわ叶でオ• それから亜林など1文，北号凸］りたりですと， ま-,,--c 

ベdiヶ]が乾繰していると梵牙し主忙，～が，先ほど！・flし H予屯したよう］こ．ま つくつてそれ tcIー斤水

を浸ましたところへ水を溶としておい・,こ主含定すから督芽か乳常陀よく可うわげでず

咀戊 足南入訓の］可汀万町歩というのももうャ釦既徘 1i(は自由紅デ竺ろよう：こ…，,0 

巧井 それば池墨かそういうふうにうまくで弐ているんでしより Q

りn茂 あすこは「こfこつ広い母岸記向かってぽんとうに緩類全＋でいつているこころでずから，そ（う点ばう

主くで竺たんでしよう力，そればもうぼんとりの平地です，

林 ですから，台巧でも，米の主産地の妻作地燭克だりば日・ドよりも，濯虹徘 1kの炉属iか炉常：こいい

んですで;;.,, で，それが原因となるの 1文， いわゆるかげ流し耐既ですから， どうしても月方から水を入れ

れば片方から客としていく Jどう陀役！蘭炉して在ければ！召るわ叶なんで；「。ですかい，水生．「）式：t魔の鯖里

から大偽かげ流し雇漑で1kの深さ 3噂を噂準として，嶺近をコ;/トロー、；レずるというて）バ青苔の晶ドに

なるわげです。

加戊 そういつた点も噌導かわり克い実際に行なわれたというの •t, やつぶり買兒地だったと邑うん

ですね。い主の嘉南人訓詮んかも，大体 3年 1輪作というのは 50町加単位でやつておるわげでずが戸,,

1町歩どとにおれば稲だ，ぉれば甘蕪だといつていてば. 7J<J)配給で芸ませんから， 50町歩が 1・単位で

水の記給をしていたようです。そういつたような場合忙やはり 9行政指導力上くいぎわたる。わりあいみん

な凸農民が c二うことを退くとい弓ことでそれがでぎにと円、うんです。だ！文いま天竜111,・・＇）秋妄タムの水`

が三刀原へ延びるよう応やがてなるとり］、いまず。最五ょうやく幹設；戸でぎ l:ガミつたということてありま

すっそこで三方厚でも田氾輪換をやろうというので． 召科32年おだ．伶でしたか，なんでも 7,, 8年の計

固で県茄試験地を設けていろん欠作物））輪換試検をやご）ておりましたが，一応目的を遠したという．）で，

その試鹸地は昨年度で廃Jf.vこなりました。私正直（こ包、う筐，三り示ではというよりも． 日本でば、，山

輪庚t::., 求がぎ..こも，なかなか試験場九り行政官庁なりの計画ずるよう応，息うよう紅ピィ子でぎないん

じゃないかと巴うんですね。噴民地だからこそかなり廿令かいきわたって足汀予で弐たんですけれども

日本でIiそれぞれ，特紅このごろり）よう筐民主的互とか仕lとかといつて v,生すと．おれはどうしこ也囁

をつくりたいんだ，おれ心この果樹立1つふず 1）） はいやだ，詞茶がいいんだこいうよりなことをとこんで

言っていたら粕局でぎないんで，払1寸、試鹸を始めるとぎにも，これば技丙の［月鳴もさること位から，ど

こ主で行政力がい芸わたり得るかどうかに芸め手があるんじゃないかと考えておりまし＇、こ（）梢尺地とい

う背景があって台齊り），士・全にお米の噌産なんかということが急激な噌加のしかたをみ、 fこのではないかと

いうふう冗私ぱ思い主ず

林 弘のいった時分応ぱちょうど揚宋鋼水苗代の萎励茄克り｀生しだ。をれから 1上条植の霙！戸りがあり

した。で，あげ宋をつくつて左い苗代ば店まわりさんと一緒｛てつふしたも J.)でず，をれから正常苧えを

していないところ（文胄え直さしたものです。ただ 1度やつてもいいこと 1ことわかると，それでど，.!どん

やってしまいまずげれども．その方法がどうしても農民己マップしない場合ぼ，何べん弩官を導入し

も言うこと阻芦主せん。ごれ茄農民だと息いまず-

石井 さつぎお話が杞つた，米をちょっと減らそうという呼分冗，ーたん植免tやつらとつぶことパ弓
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ようなことは，ほんとう：てそういう事例か衷ぅ走したか

/JU戊 こ紅ば払！ま広い範州冗灰つだと：，文思い主せんげれども，そり八う半切I'よ主 いうことぱ閲

いて芦りだす勺

釘 □ 合，弯点は内地に人れると言/こ悦をかけ， ;:c,ということ ,:t此かつだんでずか

五仕 どれt,t 杖いでず，、それがないいら仄い）)ぷ入•一って：ャちゃ月るということで噂！月斉叩アとが伊」と

かバうことでrいふ人やか主しがつた人で・rか，あれは白虐竺督府しうほうともわり主・，合&こその話！文うま

くい 2 たような戌じ圧あり i-r, 心そり）点は切写唸、督［、りま，なか仄かそう !tいか衣い。それで主あはも違

、〉ますけれども，胃苗とり間のやりとり，紛議というし（うぱ『いふん欺しかつたようでずね，介誘ばわ

り あいそこちは話炉つげやずかつだんじゃないでずか，どうもそういう山象 -cずね。

屈茂 これば余談，,てなりまずげれども， 今後日本が］支術指号をやって，咋ぃこ屯 1訂ア，ジアあ此りでもお

米をつくらせよう，でこるばらば日+.:菜統0)米， 主 あ蓬莱米ぷ先鞭をつけること ,a::_なり主しようげれど

，そういったようなことまて号えておられるようですが，その場合 i:こ，部合のいいとヤたげぱ技術指

嘩を大いばやつて生産応あがると， 祖あ，詔噂寸仔＇、）に人口の噌加も号えていぎますというと，食喘は不足

でずから，食る欠んていうことげ、力,いでしようけれども，しかし，人口から見た絶対尋炉尺りる足りぬ

ということよりも，政策的 fこいろいろな向で過剰しこなるよう牧こともおり得るわけなんで，そ C)と太：こ，

賛厨力はしておいだ_b, /c, 度ぷしう要らなくなつたから技年羞励はやめfこだんというよう杖ことにだりま

と，＇今後は国際閂頸ですから，そういう点はよほど慎亨にかきえてかか応注ぎやいかぬのじゃないか

ういう見□題もやつはり io;らそか iこでぎない占］闘じゃ tcいかというぶが私心ずるんでずへ

翫村 た匹へんどうも長い間主りがとうごぎい主し~: 0 
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台湾における甘庶作技術の発達

ti1II奇 御紹介にあすかり生し立山崎でこざし、生す。．簡単応日己紹介，：ピご亡しこし、た亡合哀しーこ， ーとれ

からわ話に人りた¥,'と思し、ます。

私，人［し口の終り唄から l!u,F!J7年主ご，鴻巣試験地（現農林省農巾試験場の印身）：こおを［して， 寺兄

九生 O)下て小麦の品種改良筐携わっており，あとカヽら出ますげ且とも，以削から祈化街,cf,つに中央研究

州農襄部糖業科を発展的に鮒消して，新しく台南市忙台齊総骨府糖皇試詞 1リ［か設置され， を豆）初代）叶長

として慇林省から岡出幸生氏か任せられ，私は育種科長としてそこに赴くことになりましに。岡出先生

かiifj、[「Il 8年にジャワの司政長官に転せられるまで，育種科長として甘庶の品種改良 1こ専念したわげて

あります。所長を引き継ぎ，科長は中村辺氏巳譲り，終戦後引続き総技片由こして同試験州に約 1作半留

用になつて， しヽわは顧判格て戦後の再建 iこ協力したわけ"Cあり一土す。加I員しこがら、主東爪教育大学教授

となり，定年退1戦笈 1よ視庄主て農文大学の教授をして認り主ず。

これから私が台売に 1白祖 71c「から 21年主ておりました l5年間に私いてこで行し、だした什りいある

し、ぶまたその他，見聞しましに事につし、て，御参考！こなるような点をお話しにし、と仔し主 -_t。

さて，し、まの御紹介ては1尉加以降の何か他業上のトピソクにつし、しことし、うようなお話てこぎし、支した

けれども，実1:J:f昨夜財津さんから初めてトピツクのことをお間きしたような始末てして，準備か甚に示

十分てはあり主すかお閏ぎ収り顧し、 tこし、と仔しまずe なおli(l和切年以降と叶1し主しこも，ゃはりその前，

つまり台湾か日本に領訂されヽこ以来のことにも触れませんと，突然， IJ/j-fli初期からと申しましてもお判

りにくい点かあると息うので，勿論il/J柏年代を中心には、し、にし［ずけ且ども，その則の大正時代，ある

いは刷治時代の糖業尻も触れてお話したいと存します。御ホ知の辿り， 1リ］治 28年瓦日清条約の結果，

台齊が日本の版図に人つにその翌年の 2 9年応，今から考え，tすと非常尻感リl支丁ろ次弟て，すなわち早

くもハワイからローズバンプー(Rose-bamboo)とかラハイナ (Lalrni nc1)と＼、ヽ う新しし、 c'1叶車を導人

しにわけてあり史す。つ支り fl/ドの阪図に入、リ支しだすぐ翌年筐いくも贔＼袖改良か発足したと云つても

芹し支ないのてあり立ー主。今から考えると，殴めて先見の It月かあったという）歪＼紅号え竺るを得ないわけ

ごあります。それ、から「り］冶 31年如児玉総督の下に後藤罰平民政長官か赴任さ；tし；［したか，後藤 c図んば

仰ボ知の直リ大変色々の計仙」に堪泥で有名な方てこざし、まして，汽菜如つい'こも莉渡戸稲造先生，こ台湾

区招かれ， 1,;1地を具に視察さ辻て，その紐業政策のf7案乃な依頼し江わけてあります。叫治 3 4ヰ（こ新

殴p冗生ば，台湾の自然的環噂，杜済事怜あるいは社会状況，すなわ朽目然，経済，社会という廿J]を勘

案しまして，将来台湾では，硝業を十二分に興す，云いかえるとこれを産業の根幹とすへきてあるとい

うような意見内を出されたわけてあります。後藤民政に自は，祈洩戸先生の飲見を十分に取り人れ度し

て，いわゆる姶督府の地策として糖務局を設け，梢業如大いに力を庄ぐということか明冶 34年紀初め

てう朽樹てられたわけてす。これは極めて庄目すべきことたと息うのてあり主 j。このことはやはり日

本の国でもそうであ!)::'しようか，先づ政策を樹立するいわぱ政策の基調を打ち立てて，それに基づい

て厖策や技術かそれ如鳩力してゆくべきたと息うのでありますか，正に台湾ては阻台後，間もなく梢業

晶本政策か，決定され早くもその政策に添い主し←こ明治 33年に台湾製梢芸社か則立されて，翌々年の

詞しく 35年には，高雄州橋仔頃に早くも工場か連てられ操菜を開始し tc:というわけであり立す。一、『

こ入て浦足しますか台焉か日本の版図に人る前にも，同しく製糖度は仔在しておりましに。但し，それ

は規模か入変小さくてその上，製磁される妙閏か蜜を芦んたいわゆる含蜜軌（台湾てはこれを亦糖，沖

晦では黒拙とし、つております）を規模の小さい工場て逍つ-こいこのてあり支す。これ紅反し，新こに叫

右 35年から慄菜を閲始しこ構仔珀上場ょ規模；炉大きく，ー i'Iの蕪茎圧搾能））か 50 0屯以上そして蜜

を分嘩したいわゆ/_;:,分蜜槻左製造したのてあり生す。台湾でばか入る工場を「新式製繍］と祢し，従来

{f)古い投捨所を「旧式閑廊」と呼ひました。すなわち従来は旧式糖廊のみてあっ 1このか，はしめて明治

3 5年に新式製糖上場か誕生したらけてあります。その当時の製造の貞任召草鹿哄沿げ氏か甚いた思い

出請を拝見しますと人変苫心されたのかよく判かるのてありこtす。 （例えは土匪の来襲に備え＇こ鉄砲を

枕由に訊いて寝るなど）
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かかる製聾上場か出茫：ー）に伴つて台南明大目降両（こ］しば悛応新化街と各い笈リ立し了こ）に台湾糖狂

附属の甘庶試験場か贔］られ支した。このようしこ工場か出来ると同時に試験場も設▽ どれ之事は非常

手廻しがし、し、と云し、主迂ういとにかく見先の明かあっこと巾されま万、。この試験場,:よその後中央伍

究叶農業音l汀詞笠科の前身：こ ',cつ土式てあり主ず。

そのハい妙聾の生！茫統，丁い:日ごピむ dヽーる (JI!C,、にし主すー。唖＿又閲係ては何年度としなし、で明 /f,35~3

6 11期＿ししこ b り生すか，これは製聾か 12月 頃 か ら 翌年の春 3, 4月紅土たかり，｛疋かぺ）て甘庶の収

港附も仕／竺左｝、に>らものてすかう， I」）Ji「;'35年--3 6年期， i尉相元作 ~2年期， >i.:')し、うふうに衣し

ず＿ー，かいるし一味こ， f外えはiiJJih3 5~3 6り期すなわち橋仔唄工場か設立された以1没間も喜：い頃 C)庶作

面積：ざー，条ヽ」 l6 5 0 0甲（甲はわが 1員の 29 3 4坪大体 l側歩匹五しヽ，つまり lh又（こjLJ:いのてありま

す） ha単位として約 16 5 0 0いてあっこのであり生す。それから産塘高てすか，ピクル (Picul)

(l: ・クル，，ょ百ff) て｛，1―こおり土 -t0 とこるが現在，台廣でば、メートル法を採用しており生すのて統計数

字をフウンドナンハーてすかメートル法に直して見主すと， 1」月治 35 ~ 3 6年は面積 16 5 0 0 ha 産

膚 i)j:」、 3() Jj屯， r旦門リ蕪茎 11又t,:が 2 5屯， ha当りの産糖高-;;:_L 8屯，歩面 7.4 9るてあり tず。

歩紹の 7%ぶ，入笈低＼ヽり）て3。これらの数値flだんこんし-':)て来て'、ま↑ か， ii叶禾[l元年~2,月記なり

ずとずうと坦し＼：おりま r。オ八わ朽国禎こ，こ 10 1 0 0 0 コほつ〗、り最初の l 6 5 0 0闊)'.1 0万

り;-なわち 6倍；しこく／こ増してむり定す。ピ且から全産糖且も 40万屯，！這当：)庶茎収贔も 44 

屯， 且ぇ当り産軌r上しか 4,,5屯，歩留 J0, 3'.lるこ 7彦から 10 %に上昇し戸した訳てあり主ぅ), をれから

直 1こ 1jc 期か飛ご'~ ししこ， !1叶相 9年~J ()年［こな，］まず乙庶作甘廿積が 121000且立， 虻塘裔か 96り

屯と 10 0万屯辺く［こ迅しーしした。それから口a閂りの魚茎限鼠も 66屯となり， h八当りの兇糖高が

8 1屯， 少留 13. 2 ?0, 史ら心 :i〗い 1 4 ~ 1 5年応応：＇）上丁と， この年一閉,J:仰伯い月常応ふえて崖梢砂

仇来じ＇＿）レ・"-ード左破）、、［しに。すなわち，山］干 iJ:tl 1 :i O ll ll汀筏と最闊て， 咋予唐蒻も 13 8, り屯，

杓 l•1 0カ屯 iこ，；！」＜心りIla_汽りの収鼠か 58, じ，且a門 リ南糖閲か 8,8屯，少留 l2 7 7 %左示して知

)ます。以一ーにの委亡fご叫見し：::-rこ蕪fir一面積かふえたばかりで八一； <' i直当りの庶茎収遺，歩留つだり

全 1,1;かふえて応るのか刊り主ーず。

こ訊筈の数値左他の聾業囚ドこくらべますと，現在の｛中条/Illの口当り庶茎収斌，-t,釣 6 ()屯さら忙フィ

IJ に・ンとかタイ国応な）直寸と 30屯乃王 50屯桔＇！隻てあり主す。そいいらジャワは， 以lii、い非常区 i望

苫りの庶茎収凪か多かったのてありまーずか，現在U:8 0 屯 ~go 屯ご台吟より幾分多し、位』旦\~、主ず。

h入当＇）収月しい 60屯~ 7 0屯あ且は主あ， t甘界 0)栖業l吋の中以」 tこフン・「ンク出来ると息し、生ず。産

彗且の多いキユーバこも現在 Jl'}貰リ庶茎収量は 50屯~6 0屯程度ては 1ぶし、かと息い± す。現在一番

多いのは何といつてもハワノであり立して 20 0屯，つまりすはぬけて多いのてあり主す。たゞハワイ

てしよ')二育期間かにくて， 2 4ヵ月，台湾の大I*1 8ヶ月よりも半年此いのてあり主す。

こでこれから台湾！こ於げる砂糖の増産技術の間題 l1こ人る訳でtかその前に先つ施策の間に少し触れ

たし、と仔じます。

施策につし、ては図悦こか消費悦というような税間の間題には触れ／ぶ＼、で，増産紅直接あるし、は間接 I『こ

関係し tこというような厄策を少し振り返つて見たし、と息うのですか，第 1に試験研兒良関の設肛ごござ

い主す。九ほど出甲し立し左よう忙，切治 35年に，既に入目降街に甘庶の試作場がでぎ， 3年没り）明冶

3 8什:/ては， こー：しと別応やはり大目降南 Vこ聾業翡苗所か設置ーされ土した。翌 39年 1こは試作場と講習場

と合併統合し主し -c栢菜試験場か誕生しにわけであります。 （構内瓦小型の新式製軌場も併戴さ；iしまし

た）それからすつと下りえして大工 10年筐この糖菜試験場が自制改iHこより中央研究所農菜咄糖業科

応変つ fこ式です。 ii月札17年こばりまして新化街にあっ fこ庁IJロ且農業袖糖業科を発展的亙解消し、たしまして，

台肉由応硲督府直轄の戸肩認督府机業試鹸附か生れましに。これ（［小さし、ことてありますけれども，台

脅では規模の比較的小さし、仙先機関は「場」を附Iナ，国▽ の人きな試験月[iミ「所」を一書くという風者か

あり主した。その当時としてば糖業試駁州の砕常買は約 2 5万ド」で， 1い］年唄日本応おゲる農林省農事試

験場（西グ原） （その当時安藤場長でしにか）人体 50 /]円と口且憶して認ります。炒精だけの試験所に

約半額応五し、金と経常費として計_/こしたーオっげてすりですから如何筐総督行が糖業に力を人且 fこかという

こと::::, 予算の出i)ふらも刊るかと存します。また大正 2年紅台中朴i0) (台中市からちょつと東の方にな
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り庄すか）大南庄侭（庄というのは村といりことです。 ），こヽは舟抜約 30 0 mばかり四位する高令

池てありますか「高地苗鳴」として大南庄堆苗養成由か設謹され，それて大正 5年から瓜苗の配布を始

めたい叶てあります。この養戎国か没けられた原因は，州（合の末廿j' ジャワでいわゆる「てレー病」

しヒレ-とは;;ャヮ苦で雑草という忍未で，甘昂かそう云り異状を呈するのでこ l)名か出来ました。 ） 

という」i 常忙 ill つた的気か望主しましたか，その七レー 1丙退治の一つD 力 i王とし~ て，廂行を凸旭で繁埴

しCそれを低地忙棺日ヴると柄9ぇ［か出ないというの(,戸］地苗由iむらジャワて靡んに利月」されたわ叶てす。

このセしノー病は，亨い臼巧ては見当たらなかったのてすげ~ れども，ジャワてそういう団地尻苗囲を作っ

たということから，それ応背つて悲凸菱成所を設げました。他冗花連巷化も投げたのてず。兎に角ここ

て養成しセ建拿な苗'j::' まつ以栖会仕か管埋して姦る「中間苗団」忙配布しそこて史忙繁殖し (l ケ年

て約 10倍ぐらい匹増えるのてありますか）その「中閲苗囲」て繁殖された苗を製糖会社か年々甘椎の

絣作者筐配給したわげてあります。促って庶苗の更祈かできたわげです。台巧ては幸いセレー病は発生

し左かった O:J'(ずげれども，廂苗菱成所ては栽植中の甘瑶を病埋．昆丑の専門技術者か及々検杏し祖し

て，出来るたけ咄全な苗を投成ずること紅努めたのて，これかや｛まり砥茎の増粕紅間貶につなかったと

息り Cりて多り主す。

それからもり 1つ，大正 8年に合北州＼り基隆紅近い汐苗侭「隔誰苗国」（汐留凸圃）を成けました。

これは呵外から諭入した苗をそこて 2年間試作して，その開応病気，あるいは宵虫か発生するかどうか，

持匹 tJ湾［こない町しい病害虫害か出るかとうかということをよく祝察したわけてあります。これは非常

に必要なことてありまして，これを設置したため応，台局!こない的気か人リ込むのを木然に防げたとい

う 1列も少くありませんてした。なほ現在ても，ハワ 1' ォ~ ーストラリアては，そういう輪人面伯につい

ては大変厳由紅戌査いたしまして，糾しい府，仔虫ゾジ侵人企防いておる 0 てありまず。それなら最後、 VC硝

襄改策として！泉打採収区域を設定したということに触れたいと仔します。これはサrnns年筐及定され

たのですか，非常，（こ功呆かあったのてあります。というのは製糖か始まった当時，すなわち咀冶 34年

当唸屈は，角汀乍農民と製糖公 rtの間 j'〈は分閉去，つまりてきた砂杷をある比年て製糖芸社と庶作農民と

の向て~分けるという分糖法という、／スプムか屎られてあコり江したか，（これは現任てもフィリッピンと

かキューバ，終戦俊（り合湾ても汀なわれておりまず）中々うまく打かないと申しますか，と iてかくトラ

プルかあった (I)てありましたから，咀治 38年紅「原料戻収iメ域」つまり，一つのエ喝を許可しまずと，

その原い採改区域を一応成凡こしたわけて］す。

製咽 Jミ社は設定されたい威からのみ甘庶を一定の伯哀て全邸貞い上けるという義傍を負わされるわけ

Cあります。つま 9この間夏か設けられたため紅製糖公仕直jの京料の奪い合か哄くなった。これは大変

皮々まて，今号えると巧みな万法・cはばかったかと息うのてあります。なおこの jjlj笈ては，大体作付す

る前に北 ifこ頁収する直成を決める，それによって農家は納碍して，それなら作るということ Vこなるので

あります。そしてその曲洛で収足されたものを貞収するのて，その点ては価格か安定したというわげで

あります。とこらか会社としては農家の1t11;:する庶釜ばかりを製晒 •U 原科とするのは碁常匹不安である

という点から，大正の初めあたりから，「日作庶的」目分て作つて目分てそれを）原料匹 1更うという庶園の

設旦に来り出しました。 f友忙/;よりますと，白湾全体として全泉料の約 3詞ぐらいか日 1乍点削から生産，

あとの 7閲閲浚か貞収というような伏喉てあったのてあります。以上お詰したような試羨叫究吸渕の設

立あるいは局地苗由iJ')設疋，徊人扉伯応対する涌雅苗晦（つ設直とか，原料採収区域の割定というような

ことか，直笈，閲疫紅甘揺乙）J胄生しこ存与しておるということは疑のないとこらでありまず。

さてそれから分皮噌笙応匡接，間 1汐いこ貞泳ずる技術筐ついて述べましよう。これ侭つ、へては払呪忙昭

ボill 2年如［晨に及ひ叫芸」に投恨した f台湾屈姦げる糖茉発達と甘庶農未」という小文を御菟に］よっ

て戚，ナは 1詩溝と，息うのですか，こ"-cはこれを梢紅，なおそれ匹附げ加えて少しお語したいと仔じます。

先ほとも中しましたよう匹，哺々の廂哀か噌Y{:に寄与したのは勿扁てずか，技術の中， 1wJといつても一

着大きい刀を発暉したのは， r愛良品憧の枚培，普及ということであります。これは甘庶忙成らす捻ての

（午屯りても広えると息うのてございます。甘庶/,)こおいては，先ほともあ心占したようしこ唄台間もなくハワイ

から t愛良呻を人れたということて，非常にその当峙から虔良品 t重の栽培，あるいは導入匹は深い園心を示

示したのでありますか， ilfj相 35 - 3 6年頃ローズバンプーがハワイから人り，それか促来の在来糖よ
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りもはるか化成績が良いので普及しまして，大正の初め紀は，全庶作面積<D9 6笏IIC達しました。統叶

的紀はそれ冗よって，邦喜仄崖糖高か噌えそのてもりますか，大止元年に含薦か大暴風の襲来を受け，

その結是，ローズバンプーは収悶か激咸した。これは同品種か風害冗芳＼へことか証明されたわけてずか，

合の他たんだん栽培か長くなる匹伴って赤腐病か曽えて来て，その当峙，圧搾幾から出る汁が赤かった

という話も閲いている 0です。こうなると大変歩留も勢い下かるわけてす。そういうわげて．これは何

か他の品種忙代えねばならぬというので，その次尻入りましたのかジャワの実生種であります。ンヤワ

糖菜の品帷改目は世宕的にも有名て，これたげお話しても柑当の時間がか＼ると息いますので，ここて

は省きますか，としてかくジャワの糖菜試検所で育戎された品種，冽えば 36POJ , 161 POJ - ;; ャワ

の兄種は J:-'0Jか附してありますか，これは育成場所（試検所） Pro e f stat ion O o st J av aの頭文

字を取ったものてす。試険所はスラパャの東のパスルアン紀在つて実侭立派な内谷の充実したものてし

た。 （弟二次大戦の末期応i昔くも内乱のために破壊された）ここで育成された晶唖を導入したわけてあ

ります。ローズハンプーか退化した時に T度そこで新品種が生几それを人れて蒋及したので，バトンタ

ッチが非常，1て巧匹いったというわげであります。これはローズバンプーよりも一噛収量も多く．歩留も

屁ぃ，風（（こも強いというわけて，（これらの品種はジャワの細茎哺といっています。あと vcなって出ま

す大茎種紅対する呼称で少し茎は細いのでございます。 ）これが非常に増笙忙貢献をしました。それか

ら大正 9年頃になりまして，シャワで漸次品種改良か進んで，細茎種から大茎種の品種かだんたん移行

しまして，そのうちの 2725PUJ とか 2878.POJ,あるいは 2883P0Jか台湾妬入ってまいりまし

た。これは入って来たといっても自然に谷易紅入ったのではなくて，なかなか育成地、ジャワては庶臼を

出すことに誰色を示しておりました。ここで一寸申上げますか廂苗は，従来世界の糖業国ては，海外に

出すのを非常に嫌っておる，むしる禁止しておると云っていいと息います。従つて正面から分真して呉

れぬかと云えは祈わられることが多いのです。これは現在でもインド然り，南アフリカ然り，ハワイ然

りで，アメリカでは農務省で保存しているも <Dl:J:割合に心よく分n襄しますけれども，糖菜国の育成品種

というものは大沐外国に出すのを大変渋るのが普通てあります。というのは塘業試鹸所はハワイとか・；；

ャワては皆糖菜者が知を 1処出して設立した糖業組合が経常しているというのて，従ってそこで育成した新

品憧の庶茎を外匹出すのを非常に渋るのであります。育成に当った技術者としては出したくても，経営

者か警戒するので出し紀くいというわげてす。インドの如きは試験所｝エインド国立でございますけれど

も，矢張り日本から例えば庶苗の分譲を依頼してもそれは祈わるというような実伏ltCあるのてす。こう

いう事情の下て，先の .POJ 帷かどうして入ったかというのですしずれども，一寸こういう所ては申上げ

にくいのですか，各製塘会社の人達とか，その他の手蔓で以って恐らく入った訳でありましよう。央し

て分譲依頌して間単に人った訳ではないのてす。殊に、ジャワでは大正の末朗，あるいは昭和の初め頃は，

特に厳しく品種の毎外搬出を取締りまして，このため忙法律も制定されたほどてした。これも余淡てこ｀ざ

いますけれども，大正の末制から胎和の切叫にかけて製糊会社の人々かジャワの碑采視察侭参りますと

尾行かついたという事も叫いております。恐らく庶苗を持ら出しはせぬかということで厳重侭誉戒した

為と思われます。さて前にお詰した大苓種は，試検した結果収量が；返めて多くて，殊に 27 2 7じUJは

台湾の風土侭よく適合し，一時心普及率 80 %以上にも逹し大変噌差に寄与した訳てす。製栖会社，製

糖事茉家が囲故に苦心して、ジャワ大茎帷を入れたかといいますと，丁度大正の末胡項妃，逢栄米の成培

か成功した，つまり台湾産の米か日本内地でも詰溝／肖貨出来るということで，嘩宋米の 1乍付は非常な勢

で増えた。そうしますと水旧地帝の水稲の収益とある程変匹敵するたげの収菫，匹敵するだげの経済的

な報闇を農家に与えねはならぬ，つまり一層甘庶の増収を計らねばならぬということになったのてあり

ます。結局逢永米の苔頭か大各種の蔀入に対して大きな刺淑（（こなったと云えます。それかまた収りも直

さず産糖の増加紀大きく寄守したというよう匹考えられております。 2725PUJ は合湾ては惚めて凌

れておりましたか本国、ジャワては余り良くない v.'.Jです。これは早生種で陣坐いまして，ジャワのような

純熱帯では早生過ぎて香しくないのです。しかし屯熱帯では非常に良く最刃は台湾，その次に沖雨，そ

れから或々に北進してわか国の大届とかそういう南直諸島紅も，一時ほとんど普及率 10 0 %近く紀ま

で増えたのであります。けれども，甘庶品種というものは一般的に申して栽培され始めてから大体 10 

年位経らますと退化すると云われており， 2725POJ もまた列外ではなかったのであります。さて退
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化の原内は色々ありまぅ。その主なものは病虫害か段々増えて来る。例えば 2725.POJの湯合｛ては翠

散いものですから暴虫(ズィぶジ）が増え，その被害が其しいということて，屑欠生育も忠わしくなくなり，何と

かしてこれ紅伐るへき品呻か欲しい。しかもジャワては育成種言をなかなか頂ってくれない。又一汀では

ジャワと合湾とは口［成り気候か違うということで，結同台湾知ミ目の立湯て新こい后国を生る・ヘ．ぎ/:こ， ft

らなければならぬという声か昭和の初め頃から漸次高くなり，そういうこと応詞淑喜パ交し（：九没と由

しましたような，昭印 7年応遂(Iこ喝模を一層大きくした糖菜試:¥臭所か反立さ穴.・c , 主と L., 又．いげ育成幻

仕事をやっていくようなこと記相なった訳であります。

糾応試喚-リfかできると同時に私もここに参りまして，史は育戊瓦は人知れす苫い i.立し，'t.. こいうじ

i 四楷会吐測では早く陵良種が出来ないかできないかと，こ〇ことを非常応待望して苓る，私としても

早く期待忙沿わねばならぬ立場侭吃った訳てすが，幸い前の農→業祁糖菜科時代刀ら引迷いだ育種材料の

中，て有望な系統を見出し，数年試羨の末，新品種 B'10 8 として出すことか出来ました。これが幸いを

つ後非応てよい戎績を挙げ，従来の 27 2 5 POcTに収って代わヌり，将及率岐高 55 %迄紀なりました。

その他::i:2878POJ 2883.POJ位で全庶作面積をカバーして終峨を丑えたわザであります。そうい

うことぐ要するに品種文良の成果が大変妬甘廂の増産冗寄与したこと並『C~叶重改良の遂行図苦心の払ゎ

れた一瑞を述べた訳であります。 （終戦前匹出した .F1 3 4 -角吏后の育成虚ーは，終戦後急侭普及し，

一時は 30 %以上の普及率を示した。）

その次（弟 2)にどんな技術があるかと申しますと「早植え」の跨及ということです。早植えという

の,:!:'7月， 8月， 9月の間に庶苗を楢え，ひと冬遵して翌年パの l2月から翌々年の 4月まで約 16ケ

月乃至 18ヶ月の生育期1臼］を持つという栽培の方法でありまず。早棺の腎及前まては， 3月~4月に甘

哨を収穫して残った胄頭罪を苗に利用して，これを植付げてあヽったのて皮りまして，この点大変便利だ

ったのです。この場合は約 1ケ年位の生育月間をおいて収嘔したのですか，早植ては 1年半と在風期聞

か長くなりますけれども• 著しく収議が増えるのでこれか漸欠普及しまして，大正 9--1 0年期忙は

2 0 % , 昭和 4~5年期には 80 %という緑紀，早植の普及率年か噌してまいったのであります。これは

7 -8月頃は．温度が高く，雨の多い季節でこの訪間に醗苗を植えますので桑めて庶苗の発芽かいい，

冬の低温氾より一時は生育か土りますけれども，春から翌夏にかげて，高温，多雨により旺盛陀生育す

る訳であります。この早植の発見された動啜を申せは，大正元：年 9月先ほど中しましたように大暴風か

ありまして，庶茎か大部分折れてしまって，これでは製糖原料として 1更／廿出来ぬので大日本製糖，北怒

製糖祠Tの原料担当の人か偶々折れた茎を瑶苗に 1吏つたわけです。つまり始めて，試みに 9月植えを行っ

たのてす。その苗果か増収上極めて良かったという，全く偶然匹，台風のお蔭で却つて「早植法！が発見さ

れたということて，その上早植の増収効果か従来のローズバンプーよりも，その当時輸入された，ジャ

ヮのポIll茎神 161.PuJの峨うに著しかったこと＼相侯って早植法は急速に普及し，やかて増産上に非常

,1、こ寄与したわげてあります。この早植，去ては苗として，原科甘庶の粗頭部は利用出来ないのて，別に前

年秋侭苗 i曲を仕立てヽ，これから採つて棺付げなければなりません。

なほ早植伍は水国地帯では，槽付期か二胡米の収虔前に当りますので，工合か悲かったのてすか，台

中州で庶廣，奈有氏の考察により，所謂「湖仔甘庶」の耕iリ臼支術が開発されて，この欠点か哨消されま

した。憫仔甘庶とは水揺の 1日1作として，その収慢前に甘庶を畦閻侭植吋げ水稲収痩栄は点雨に代える方

圧であ，）ます。

その次（弟 3)には I収支晉址」を合埋化したということ。従来は甘碑は何特収隻するのか一番よい

か一寸判りかねる 0 です。憤れてくれは大1本刊るのでしようか，米友のように実か偲るという訳てはな

いのて適価には半iJりしこ〈い。促って従来は農氏から式社か偲呈を貞上庁る楊合匹は叩せんて（晨氏とし

ては早く員ってもらいたいという希望か多かったと，思うのですか）決るというような可成り非社学［りな

も,Dてあったしりです。しかしだ踪は広い iliJ積ノつ庶作圃場におき立しては，栢付峙』とかあるいは土玉状

甚で旱<t喜分か昇る畑，ぁるいは晩＜昇る畑というのかあるわけてす。早く昇った所から収濃するとい

うのかげ国内なわけてすか，椙分の上昇虔かなかなか外見たげては flJらない。そこてそれを刊らせるた

め紅訊場に日由 VC;ヽ 乍って』られる撓帯川／出f}i,¥Iーハンドレフラクトメークー (nand refractometer) 

か完叫されたのです。これは昭札1の辺朗です。レフラクトメーターは無論至内 Jかりものは以月［「から有っ
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それから杜 3'こは不ズミ v')再です。古湾しては也にはフィリピンたけ，＇こ住むと云う「オニネス、、」か姦

りまして，これは社も心ける涼な大変大芦 J〗不ズミで友ります。これか所によっては一夜 J) 中,([見苓紅

太しだ喰害全りえて晏民を［刈らせました。こ iliQ巫除はセとしてヮナを翡f庁て哺る(')てずか，具閉会什

ては一匹（厖を員上rfる）当 I店 3銭1立て旦収っておりました。現在でもこの式古は札 1¥門ノ(-;;-yり各此じて

農作牝JI!こ非常に大きい被督を勺えて宴り，滉忙口¥(/)徳之鳴や沖水良扉ても他刈四般且か見られる内

です。沖水良品の区彗唐臼什てはは直天敵としてイクチを詞:,より也に心いというりて '1ccジ胄ダ直しこ刀を庄

いて店ります。

以上て一応私の晶しま恣りまして，佼もし貞疑てもありましたら芦答したいと息います。

閾浄聴有りかとう御庄いました。
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論寸
そ

1"

尻付けり 只今までのお話に関連して行政の立場でいろいろ御苦労なぎつた財津先生からお活をいただ

戌たいと思いまず・

なお，最初に先生の台湾での御経歴を簡単にお話しいただぎ，それから本｝合に入っていただ食たいと

忠いまず・

財車 ぜつかくのお話でございまず（ナれども，私，台湾総督府殖産局におりましたんですが，米のほ

うぼかりやつ•こおりまして，甘扉については，ほとんどタッチしませんでした。そんなことで，ただい

ま山崎先生がお話しくださったことで全部忍食てるんで，私からお括することはありません a

私は，いま市し上げたように，台齊総督府の夕i直産荀の應痒課こおりました。主として統叶，謡査，そ

ういったようなことが専門で，それから引き続いて米の凍うを取扱かう米穀渇というのがで怪まして，

これは農林省でいう食福庁でごぎいますね。そういうところでやはり主として凋査のほうをやつていま

したっ後に戦争が終わります前：こ各製栖会社の団＇、本でありまず軌業連合会というのに入りました• 砂納

に関係したといえば，台弯が日本統冶でなくなります前の 2年間でごぎいましたが，お砂糾のほうは七

ょっとやって，しかもその当時は戦争がだいぶ激しくなりまして，ただいま先生からお話のあったよう

な砂紐生産の部門のことでなしに，砂糖を使つて罰空燃料のプタノ--ルをつくるということに関連した

仕事にタッチしたものでずから， これまた，砂助の技術ということに専念ずることがで食ないで過した

わ守であります＂でずから，いま西村さんからせっかくのお話でごぎいましたげれども，ぎょうのお話

は山崎先生に仝部お源いするということで参ったものでごぎいまずから，準備もありませんし，また，

私から巾し卜げることは何にもごぎいません。ただ，いろんな資料その (il1:こつ会まして，先頃両村さ"'-・

がおいでになったときに，ごらんに人れましたような文献の資料がごぎいまずので，そういう面では た

とえば先生がお活しくださったことに関する文献その他について何か御利用になりたいようなことがあり

ましたら，ほとんど私の手許でわかっておりまずから，それらのことでのお話たらば，でぎるかと思って

おります。そんなところでごかんべんを顔いだいと思います 3

丙吋桐 それでは，ちょうど西村先生が見えておられまずから，これは農林省の熱悶農研のほうのお

仕市とも関係ずると思うんですが， もしおわかりでごぎいましたら，最近の合濱の糖業；まどういうふう

になっておるか，それを簡准にお話しいただけたらと思うんでごぎいますが，いかがでずか，

西村閲 私はそういうことを全然予期しなかったんでずがね．．．．．。

西付田 約束はなしで，飛び人りでひとつ．

也村ぼ｝ 最近の話は皆さん御存じじゃないかと思うんてすか， 4, 5カ月前になりまずか，台湾咽業

公司の荘さんというのがこっちに来まして，そして私のところでも少し講寓をやってもらったんでずけ

れども，それて荘さんが「最近の台彎糖業」というパンフレットを出しているのでず。あらかじめわか

っておれば，ちょっとそれでも勉強して哉てお話ししてもよかったんですが，全然苔えなかったもので

ずから・・・・・。まだそのパンフレットを持っていますから， もし御人り用だったらいつでも持ってまい

りまず。

ぽやっとした話ですが，最辺面積的こはやはり戦前より少し誡って食ておるようでずれ。そして現在

は，先ほど山崎先生からお話があったように，分直法にもう一ぺん帰ってぎて，そしてあすこは砂糖公

叶というものが令部やっているわげでず。でずから，その工場へ農民が甘椎革を持つて来て，そしてそ

れを製造してで含た砂糖を何かの割合で公司が取る分と此民へ返ず分とに分（ナてしまって，そして公司

が収る分は公定価格のようなわりあい安い価格で買い上：ナて，罠民へ返した分は農民が自由販応するわ

げなんでず。ところが，それは台湾島内で使う砂糖が年間 30万トンか何かに食められているわけで，

あとは仝部楡出なんです。それでその供給量のほうでひしっとしめておるものてすから，価格は下からな

いい（ナなんでず。その分で農民の所得というも r/立を，翰出用こは安く買うけれども，そっちのほうでわ
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りあい高く士るということによってカバーしてやっているようなんでずね a それから四氏 1こなるへくへ

くるように危囲はしておるんでずが，やはり視立ては競争作物というものがかなりあってなかなか農民

の作るほうがふえていかないということて，公；；］の直営嬰湯というものをかなりす芹ってやっでおるとい

うことでず。その直営農場でやるとコストがかなり安くつくんで，だんだん L直営製場をふやしていくと

いう方針をとってやつておるというような品でした。つまり競争作物とい弓ものは，やはり米とか野菜

とかパイナ，ノプルとか そういったようなものが価格がいいものてずから，農民はどうしてもそれをつ

くりたがるというようなことで．農民につくらず面積の紐打にはかなり苫心しておるようでず。

大体いまちょっと思い出したところを申し l.げるとそんなところなんてずがわ｀ヽ

西村叶り ありがとうごぎいました a

山崎 それじゃちょっと。終戦後，現在はどうかという問題炉いま出ました（ナれども，そう完仝なも

のじゃないのですか，「熱恐農業」という雑蒜の，昭和 4 0 c中の 9巻 1号：こ， 「合合哨業，特ば甘保農

業の進歩と現状」という堕で，私が悶いたも 0)があり克ず、払，来年ぱちよっと合薦ヘ{fくことになっ

ており主すげれども，いろいろ文款などを調へ在して• ここ 1こ鳥 ✓>たのが主るんでずかね これとか，

私が技術的な問題でお話しした一部ぱ，昭和 l2年ですけれども， l農襄喧！芸」は「合湾 iこ芦叶る硝菜

発達と甘庶農哭］という古い別！贔ljりを持ってまいり屯し仁いそれからもう一つば，屹和 1,j年記合悔唸

督府殖産局から出生した「台湾の糖叢」というのがここぷごぎいまずか，御参号，こなればあとでお此し

し叉もいいと思います。こればいい本でず。昭和 l4年で戦争かそろをらひど<ltりかげだとぎで， .t
しま私 2 2 年記台高から引ぎ揚げたとぎに持っ文宝だのでずが，そういうような人事な 4ヽ←こす。•また 1 つ

1 8年 Vこでぎた台湾の埋塘業統叶」かあるんですか， これは非応晶で非公り月りものでず tナれども， l 8 

ヰ0)分が一番最後だと思います。それ忙ぱ品種とかいろんなも J） が出ていーこ，これも 1卸参考になろうか

と思うんですか，ぎよう持っていません,) ,,.., まここ虹あるのは，台湾 0)糖叉とか，言高の現状とか，こ

ういうことで，仰参考匹なるかどうかわかりませんが，後ばどごらん忙なればどうかと思っしこおるんで

す。

西村門 御三人の先牛方ありがとうごぎいましたっそれでは，たたしまから若―l廿与惜］をいただぎまし

て，主として山崎先生がお話しいただぎましたことにつぎましての御質間かこざい主したらお受（ナしたい

と思います。

山崎 どうか何でも御遠也なく．．．．．。

大戸 台湾の農業で米と甘椎をつくっている。米の技術的な発心というのぽ，磯先牛がやられて，当

時の日本じゃ米の育種というのが相当進んでおって，その手法を持っていかれてやられたという意昧で

は 日本であった技術の台湾へのアダプテーショソでしょうね。それで甘庶の坦合，日本には甘洗作と

いうのはなかったんで，やっばり行かれた総督府の技術者とかいういう方が，オランダとか fソドネシ

アとか．そういうところへ行って担当向こうのことを勉強されたんでしょうか。

山崎 いまおっしゃったように，ハワイとインドネシア—ー一 あ］）‘り時 l;tジャワでずね。シャワが品

種といい，それから栽培法といい一番の先牛でずね，あれを相臼見閃いまして，会社の人も視攻という

ことで日、、から続々と出掛けて行 'tこんてず。それで1哺り 1こ甘庶茎を持っ叉こら打，そ（グ） t: めしこ／ャワ

政府から警戒吝れたりなんかして・い...0 

西村園 向こうはオランダ人や何かを合氾へ，顧問というか何というか， そういう紅抹だ招詞したと

いうことはないんでずかっ

山崎 それは聞いておりませんね， オランダ人が来たということげ、…ー・ ，9 メ ii力人花んかも日仁叶代に

は来ておらなかったと思うんてずが，終穀後ハワイあたりからだいぶアメリカ人が来て指導したようで

ず。それからまた，糖業試験湯の戦員ばんか尻も．ハワイで勉阻した人とかアメリカで勉祖した人がだい

ぶ人り込みまして，ハワイの糖業というものもある意味じゃだいぶ人っているでしょうが，ただハワイ

と台弯と iまずいふん気咬的陀，違い主すかじ）直瑛 iまなかなか、人~:こくい cl)てI'):.だいでし tうか＼，［ゴ↑,: 時

代 vこぱ主とし〔ジャワでず， こちらから出向いていろいら視察し、 L よう文ずね。 lー，まはそうでもありま

せんげれども，昔よジャワか先龍匡IIこったわげてず1よ) l_r, 主，文いろいろ（／）息味で台吟 nりいもよ，と J_

でしよ分。／ャワの糖業がず、っと下火になり生しだから，現在は主客転国し fこかもわかり主・け，'vo 兌｝
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ぱ宅としてオ―j 1/タがや 0 l. おりまして非常しこ栄そゴこ，盛んに晶嘩改艮をやり， 点培では集約ホ］な方法

をやっヤこ，応りましたからねし、9

西村閲 私が戦争中ジャワにいたころにちょうどオランダの最岱期の時伐の紐業試験比だったわげで

ずよ。あずこは，砂糖に限らず作物仝部がエステート }j式で，生戸象な万化をとっていたわけでず。御ポ

知だろうと思いまずげれども，農園午というのは非常:rこ合い戸テて，／ャ，．，＇にいないオ）げてずね，アメリカ

かどこかて崇勢な牛活をやってしヽるわげてす。で，閃民のゴムならゴム， コーーヒーなじ）コ ヒー，砂執

なら砂塘を管坪ずる会社がで戌ていて，その公社が組合をつくって，その組合が試験J翡をもっているん

でずね。だから仕事をずるのが月常に頁剣でずね J 私はゴムやコ..ヒ をやっている試験場］）行浬をしばらく

やってたんでずが、農菌にオランダ人のマネーシャーがおる，そのマネーージャ---が 1年のうちに何い］か

試翰場に集まるわげですが，それで仝部そのマホーシャーが洛った席上で妙年のテ..マが翌まるわげで

ず。そして試峻也は圃場は持たないで，仝部試碕ぷ農蘭でやるりでずよ，気泉令牛ダ）逢う罠1蘭てやるわけでず。

だから，育柿でも交配とかなんとかというところは試験場でプランを立ててやるんでずけれども，それ

のセレクジョンはみな視地でやるわ叶でず。牛態育種ということは現地でやるからそのままひしゃっと

いくわげでずね，，そのかわりにえらい高吸をとってまずよ，あずこらの技術者は 3 私がちょっと管理を

柏まれてやった i)ャワの東部試験場というコ ヒーやゴムをやっているところグ）塩長の月給をぼくが行

った当時に凋べたんでずが，その％峠の金で 3,0 0 0キルダーというのでずから・・・・・。 ギルダ—. 1円

としてもその当叶の金で月給 3,0 0 0円というのでずからね。

大川 ちょっと先生に伺いたいのでずけれども，その当吋の台冷製摯昇に直：出した資木系列というの

は．．．．．。

山崎 資木系列てずねへもう一つぎょう忘れて妾た本にあるんでずが，資木が幾らということはみな

載せてあるんでず，いまちょっと記憶がこ゜ぎいませんが，そういう文献がご含いまず 0 ff搾能力はこの

本にも出ておりますがね 小さいのは 70 O トン~l, O O oトソでず。資本金が継らかということについ

ては、塩水迷製糖の場合 ti,0 0 0り円，これはいろいろの上場を一緒に染めてありますから，一つの丁．場が

幾らかということはわかりませんが。払い込み資本が2,9 0 0万円でず。合滋製糖はもっと多いでしょうっ

大川 やはり一番大ぎかったのは台湾製糖でずね。

山崎 台内．明台，大日本というのが三大会吐でずね。ただいまのお話はもう一つの本に詳しく出て

おりまずが，これはみな内地でしょう，内地資本というか， 日本の内地の株式てす。

両付謁 当時2,O O O)j ~ 3, 0 0 0万といったらずいぶん大舎いでしょう，装桐資本というのは大査なも

のだったのでずね。いまだったらものずごいでずね，

それから， さ＇，知のお詰冗明治 33年に台湾製糖会社というのがでぎたということがあったのですが，こ

れがいまの台湾製糖の前身なんですか。

山綺 噂矢てすね，橋仔頭にでぎたのが一番初めでず。

内村周 それが台湾焚梢乃前身でずね 3

山崎 ええ前且でず

内村闊 そしてその次にどういうようなのが進出してぎたんでずか，そういう歴史はわがりませんかっ

打1裔 そうい弓院史はどうかな，それはいつ創立したかここにありまずねへ

財津 古いのか，へいうと，一番最初が台芯襲塘，次に塩水巷，続いて大日本， 1叫冶，それから東ぷ、

祈高，帝:ii¥製糠というりか応り生ずね。そ仇で結局終戦直前ぱ合併，硫合され..・c 4つでずね，つまり大

こj1'' 閂冶，合湾，宝似四，各製過会社。

山崎 竺だいま候質闊りも,')エ弘まだあとでお持ちしてもいいでずn こればり付天[i1 8年の放，t:一. ,t 

吟としもや..、情祈しし，l とい弓か，戦負中［こでぎたわけてずか，それだんか見直ずとみん危詳しく戟ぜて

あります、9

人戸 系列かあったよ号でー、ビれ e たとえば太日本が三菱系とか，大体□本の財憐」の系統はもったわけ"

でずね，

山崎 合均は三井とかね,, UJ1'合が三菱た。大日本はドこかな c

大戸 大日本は三菱でず。
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財津 それから御参考までに，私が以前厄介になっていました糖業塙会で， 「点代槙業史」といぞも

のを編簗しておりまして，その卜巻が昭和 3 7年でずか， 5へ..6年前こ出まして，下在が此ょうど台巧

の糖業こ移るころから始まるのでず• それまでは昔のお砂糖についての歴史がずっと上巻として出てま

ず。下巻がことしの秋ぐらいには印刷に出される予定のようでず• これは砂糖の歴史について相‘月こま

かに研究されまして，決定版といいまずか，間もなく本になって完成されるはずてす。

大戸 山崎先生，非常に今度は小さい質間 iこなるんでずげれども， A.1E籾期ごろにジャワから人ぅマ

喜た実生種といいますか，その実牛神というのはやっぱり育挿をしてつくり出したという，意味でずか、

山崎 ええそうでず• みなほんとうの賃子からでぎたものを実生畠種とか実牛神と言っておりますね 3

大戸 それからもう一つ，合湾の雨の分布状況，あれなんかが砂糖に身常に好適なのてしょうか，そ

れとももうちょっと雨季と乾季の差があって．．．．．．．

山崎 それは先ほど申し上げませんでしたが，新渡戸さんが白然的環境ということをごっておられる

んだが，おそらくそういうものを見られたと思うんてす。そ，うとざ在で気がついておられたかどうか

ちょっとわかりませんが，要ずるに乾季と雨季が半々，臭雨季で冬は乾李，これがもう分布としては決

疋内です ;fd' 品度、［こげ高くて'¥)j: こめです。ですから，合病でも亜作の適地1よ台中以南ズrォJ., I対i分八

そういう気候でず。＇とれですから，康南― 7,;, アでもどこでも， よく糖襲r,tで賢るであろうとい囀へ生すけ

れども， マレージアた fこめ鯰んですね］ぁそこは， ゴムや茶グ）いいとごらで庶乍t逆しこにゃ戸んですうペ

体瑶のいいところぱ甘庶もいいんてず 0 てすから，マレージノ＇がいかぬし，それからホレ f、オ｛］）ナラリク

辺ーあれは今でしまマレ― :1/アに左'(こいますが，あの辺;';やっ，tりvヽ lft( いよ合です~戸，雨，「）分午-;; 

ば、っぎりしな ✓ヽんですね、セ V ヘメもた~ りもそうでしようね しかしごャワの屯半分てすか，もれが豆

作vこよくて，主だヌマトフ欠んかもあまりよくないようですね，乞た，又マトフの「っと 1匂端ぐらいか少

しいいんでず iヽ 凡雨の分布がどうし~てもぱっ誉りしませんと， 方唐悶ぱ晶I斐忙げ闘くこも、/'ない; 1あ

風の攻い O)は必要でずか，それよりも雨 (T)分布か片限り，片降りといい生すか，それ．；咋常こ自然的芥

条件として大事なわ介でず~ね。ですかち， コ← ムとかお茶と心逆なんでごさいますよ，応茶ぺ.,'コム(') ✓~ い

ところは砂塘iif' めごというわ Ir} てず。ですから，こ :iしから束南ア／了にしろそういうことを~ゃ：より店

ぇませんと，たた温度が吟い，地｝］がいいとかいうだけで：文沢こめなんでず。それ：こやはり今安ー一完太

ど灌既の間題か出生したが，乾燥期が極端に乾燥し手すから，ゃはリ乾燥期でも凸 Iこび），如厩かできるこ

うな設備いこれから O)糖菱には叩走しいわげでずズふぅ

西付闘 台湾ではいま角美なんかでやっているような株出しというのはやっているわげでずか。

山崎 株出しは，一つはジャワがやらなかったからという 多少イミテーショ‘ノーーージ＇ャワは 3年輪

作てすからやりませんね，だから，ジャワがやらなかったということが一つの理由でずし，主た~，台（内

でわれわれがやっても，祈喧収憤を 100としますと 6割とか―ー卦常に少ないのでずょ，それで奨励しな

かったんてずが，これはやっぱり品稲の点ですね，その後株出し9こ適する品種がで舎たんでいまは叶常に

多いでずね。日本時代にはほとんどやってなかった，、会社も奨励しませんしね。というのはやっばり欠

株かできるAノですよ，株を切ったあと芽立ちが悪いものでずから，それで減収するというわげです。いまぱ

株出しは，台覧それからハワイ，キューバあたりも盛んにやっておりますが，そういう株出しに適する

品種を初めから育成してまずね。

本多 台湾の砂糖に日本がどの程度依存していくか，期侍ずるかということが今後非常に大式な間題

だと思うんでずがね 3 その問題ともう一つは，それでは伸ばしていかなぎゃならないのだとずれば。じ

ゃあ技術由でどういう技術を今俊やるべぎなんだろうかということがもしおわかりてしたちひとつ。

山崎 現伏は，輸入しているのは 3 0万トンぐらいでせうか,,

西付閲 3 0万トンもいってなしヽでしょう，少ないでずよ o

ti」麟 嘩人糖ぷヤ"-ノ、とオーストフリ／か多いんですね 3 それからナター-JレI 合満は，元ほど申し

生し化ように，米をつくらなぎや九らぬというとこらで，それからハナ｝とかいうようなi印視もあり庄

し--c) 糖業公~,]'⑰ては悲嗚をおげ ・cこいるというか，非常 &cI村ってーいるんじゃないか。ですからそう伸ば

せない， まあ糖価の関係もござい生すかね 9 台湾の主芹糖Ii白もやぱり少し高いんでしようね、う

佃もやはり少し高いんでしょう。
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泊村闘 凸いでずねへ

山崎 高いけれども，少し高し、イ直段で特別こ高く保調としヽうか， こっちのほうが買ってくれまずから

ね。でずから，やぱ I)台内としてはでぎるだ(t生産費 J)低卜だン公司でも努力しておりましょうしね，そ

れて公司として 1し各柾の副業をやってい主ず。例えは豚を飼ったり畜産に手を出したり，その堆肥を

便ったり，それかから檬糾工業だんかを始めたりして多角的に経営していこうという努力はしているよ

ぅてずか，伯粕フロパーですとなかなか困難な点があるようですね，生産も高いし。

由付汀i H木閉業が台内の砂糖に依存するというような面はだんだん薄らいでしくんじゃないですか

ね。そして買うほうもやっぱり高く出さな食ゃい叶ないんでずからねへ

山崎 いまはやっはりキューバが安いですかォ心

四付闘 安い点ではキューバてしょうが，いま一番日本にたくさん人っているのはオーストラリアで

ずね、，オーストラリア， ナタール， キューバ キューバは出しても見返りがないわ1ナでずょ，何も買っ

てくれないでずからね c

財汗 西村さん・いまのは価格のヒでそうなんでずかr それとも貿易という関係からい（ナぼ，買わな

いとこちら 0)ものを買ってもらえぬという関係があるんでずか、9

芦付屑 ええ，それはもちろんあ()まずよぅ

財｛土 その忍味では台満からの輸入がぜんぜんなくなることはないでしょうね。

直付閲 もちろんなくなることはないけれども．台湾自体の生産がことしは非常に減産でしつう。そ

れで向こうではもう砂糖がふえないという関係がありまずから，日本がこれに依存ずるということはと

うていでぎないわげでずね。

柑 Ill 話が変わりまずげれども，いま試験場の閲係は，紗督府の試論場のお話がごぎいましたけれど

も，会社自体としてはそういう試験，研究ということはやっていないんですか。

山崎 それは会社によっていろいろ農淡がありますけれども，先ほども言った台誇製糖ですね，これ

はずいぶん資本金ら人彦いし，熱心にやっておりましたね，扉東というところでっそれからあとは叫冶，

大日本が多少やっておりまずが，台汽製塘が最も盛んで，ある程度実生台種もやりましたしね。それか

ら＇ーし主よりもむしろ栽培試験をやっ -cおりましたが，それかいまぱ糖業公司亙なりまして，公司の試験

場の分場：こなって認りますか。国東の分場とか支場とか冗なっしこおりますが，日本時代，会社としてぱ

合直か「いふんやっており，それから咀冶，大~ 日本，そういうところに糖業試験所の職員なんかも呼ば

れてというか，招聘され'(_というか，多少そっちへ行った人もあります C そういう会社の研究隈関，試

験場巾，プリー-fイノク（育咆）は台精ぐらいですげれども，このフリーうィンクもなかなかうまくい

かたかったようでオ 会社の試験場でしま肥料試験とか，あるいiま品種試験で適当な晶種を選ぶとか，そ

ういうことをそれそれやってーおりきした。

酉村悶 塩水港も試賛にはわりあい熱心だったですね。

山崎 之ぇ，さっ彦の県，廿さんか熱し、て，実生もちよっとやっておって，染色体の研究なんかもして

ぉっだようてずいさっぎのヒースフ。フウなんか導入したのは黒田さんの功績ですね。重役たったけれと

も，訂常筐学児的な万でしたね。

片1出 担在では総督府の塘業試験所は公五］のほうの試検所ですか）

山崎 えぇ，公司(/)叶営てずね.)ここ：、こも出文おり夜すけれども，い主の金応して， (5,6年前でず

げれども）約 3億 8.0 0 0万円ですが，年間そ 0)<ちい｛吏っ℃ い主す（）いま公口］の試験州ではなかなか

一・ピ懸命連吻を建てだり・施笈なんかも拡充して，日本時代よりむしろ 1句上しているんじゃないでしょ

うかねっ

西村周 最近『｛月号とかいう台湾の品柿がずいぶん広まってぎているようですね、）あれは台汽が独立

してやるようになってから 20年占くになる．その間に非常に発達したということになるんでしょうが

あれは結比］了メリカゃハワイから行ってやったというようなことが．．．．．。

I LI: 裔 ま；杞如それらうしろたて；こなっとてしようけれども，育種の主流ぱハワイて仕迅まれた人でし

竺 1',C!' 最，廿［主だ定わぅたかもわかり生せん炉。それで品種は合湾時代紅 F 1から『 13 4 主ででぎビん

でずQ 巳 l s斗ばかりおりましたげれども，応まった品種は F 1 0 8ガ｀；普及字（最高） 5 4 % , 以ドー
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酋最後1),, l 3 4とハう Iー） iい賛殴後千っと広さ，9ズ 3 0 笏 (iー）い、＇こ丁(j) さし;_~ かね， こc!) :C''.) 1こげであ

とぱ，つぎつぎ：て育成賛戸出 -c_, --lr~ 青,;_:之唖：こな'-こいる,,,ですが＇， ftかなか主・Iー，j愈中て参'-こ戸 そ

れt_,ヽ ら合湾四―v:r差，1'l 3 5 1J'じぅ店'1 5 4カ・、直yjfr ,. う合成呻しや官いですか， ，tn間てご i l o ,';; 3 0';0ぐ

応ぃふ 'z.-こ生 ~fいい， ,,c cJJほか＇，こは＇， 主 fこそう広まったも—7) I主な＇，へ Ivてず ;J"、lJ

上原 その％疇の現他人の技術者というのはど弓しヽう状加だったんですか"

山椅 現池人の技術名は合虎人，合氾訊民どいう形ズ，輝業式検ド）r'こし、た杖 f打者とい弓釘I未でずか

上原 はし、 そうでず~ う

山崎 わ．リしましぐ~,!'.心団校州とか農専出とか， ！得に塁業学校出あたり凸名かつでですかォaうそれでい

までもたいふ残っているんてずか，中（こは札]-"§ 上＇こ一＿叶長主でいぎま門んけれども，科長の次ぐりい

しこ危っている人もおりだす〉

t原 そうしまずと．日本人技術苫のそういったものを引ぎ紹けるくらいの鮨力の人がおったわ叶て

ずか。それとも引翌恣林茅切れなくて，載役紐しい連中がハワイとかアメリカあたりに留学して....0 

1i」'Ir奇 t言卓出屯げ りは、↑ っこうでぎ 7;;,!vてすね、こんなこと言っちやどうですかわかりません !J'' 合

洸人 合病在来の人と，中巨lがら来た人，省外人といいますか，それとのいろいろ感情のいぎもかいも

中ー

のな
>-・rrc、,0
ょう '≪j0 

J-印 育袖の什 'tiとか，かなりむ干かしい仕＇れも合せておったわ叶でずか，）

山崎 それはむろんさせてましたよ，了務は，

大Ii この心しゃ、たとえば台湾とマラヤとかインドネシアと比べて各えてみますと。日本しゃとに

かく領合時伐に，あれは崩義てずか，高万農林が主ったですね，9

山崎 崩義じゃなくて合中ですよっ

大/I 台中ですか，そういうところて相当現地人の技i打者というのが出て働いているんです上。とこ

ろが，インドネジアとかマレーゾアあたりは．その機喝の要員が大体本国から来て，粋部臣員は本国へ

連れて行って，本国で勉忙念して＇）碕って来たというわげで，非常に屈が沿~ いんでず。でずから，終戦後

紐立してそういう人々が1情っちゃうと非愕に停；翡が起こったという。台内がわりに日本人が帰ったあと

もずっとやっ叉いる，）〕ぱ，やっばり日八人か泊台時代 iこ・農槃教育を充実して現地）いこ教育を受げさせ

ていたというり）がい守び）非常な差記だっ竺刀じゃたいかというより「［ごとを感じ--~';:ごういうことを鳥

いt:ことも呪りさす叶れども Z'.ょ,

, 1」崎 それはそうてずね。責＇＇び農林，高算工丈もあり却したね。それから合北人学：こ入った人もあり

ましで 1よ。

大戸 台化大学の悶学部あたりで免り性した人も妓っているんでずね。

山崎 いまはそういう連「ドが人によっこ:,Jki厚クラスになっているかな。人学出は罠林人1月のような

ものにたったりしてますね a

財津 それから銀行の祖取になってますよね。

甘日付0り どうも長い惜1ありがとうごぎいました。この辺で本日の研究会を終わらしていただぎたいと

思います。
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